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安全上の注意

安全に正しくお使いいただくために必ずお読みください。

絵表示について

この工事説明書および製品への表示では、製品を安全に正しくお使いいただきあなたや他の人々への危害や財産への損

害を未然に防止するために、いろいろな絵表示をしています。その表示と意味は次のようになっています。内容をよく理解し

てから本文をお読みください。

　　　　　　　　　　　　この表示を無視して、誤った取扱いをすると、人が死亡または重傷を負う可能性が想定
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　される内容を示します。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　この表示を無視して、誤った取扱いをすると、人が傷害を負う可能性が想定される内容

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　および物的損害のみの発生が想定される内容を示します。

　　　　　　　　　　　　　　　人が死亡または重傷を負う可能性が想定される内容です。

●機器本体から煙が出ていたり、へんな臭いがする場合は、すぐに電源ｽｲｯﾁを切り、ｺﾝｾﾝﾄから電源ﾌﾟﾗｸﾞを抜いてご使用

を中止し、販売店もしくは最寄のご相談窓口までご連絡下さい。

●機器本体から異常音が出ていたり、機器本体やｺｰﾄﾞ類が異常に高温になっている場合はすぐに電源ｽｲｯﾁを切り、ｺﾝｾﾝ

ﾄから電源ﾌﾟﾗｸﾞを抜いてご使用を中止し、販売店もしくは最寄のご相談窓口までご連絡下さい。

●上記以外でも、機器をご使用中に異常と思われる状態になった場合には、すぐに電源ｽｲｯﾁを切り、ｺﾝｾﾝﾄから電源ﾌﾟﾗｸﾞ

を抜いてご使用を中止し、販売店もしくは最寄のご相談窓口までご連絡下さい。

●機器に表示された電源電圧以外の電圧でご使用になりますと、火災、感電、故障の原因となり危険ですので絶対におや

め下さい。

●タコ足配線にしてご使用になりますと、火災の原因になりますので絶対におやめ下さい。

●電源ｺｰﾄﾞを破損し断線させたり、内部電線を露出させたままご使用になりますと、火災、感電、故障の原因となり危険で

すので絶対におやめ下さい。

●機器本体の上に花瓶、コップ、化粧品、植木鉢、薬品や水の入った容器、小さな金属物をのせたままご使用になりますと、

こぼれたり、中に入った場合、火災、感電、故障の原因となり危険ですので絶対におやめ下さい。

●機器本体をふろ場や加湿器のそばなど、湿気の多いところに置いたり、水がかかる恐れのある場所でご使用になります

と、火災、感電、故障の原因となり危険ですので絶対におやめ下さい。

●機器本体内に水や金属、紙などの燃えやすい物が入った場合に、そのままご使用になりますと、火災、感電、故障の原

因となり危険です。万一異物が入った場合は、すぐに電源ｽｲｯﾁを切り、ｺﾝｾﾝﾄから電源ﾌﾟﾗｸﾞを抜いてご使用を中止し、販

売店もしくは最寄のご相談窓口までご連絡下さい。

●機器本体を倒したり逆さまにしたままでご使用になりますと、火災、感電、故障の原因となり危険ですので絶対におやめ

下さい。

●電源ｺｰﾄﾞを傷つける、加工する、無理に曲げる、無理に引っ張る、ねじる、束ねる、、ｺｰﾄﾞの上に重いものをのせることな

どは、電源ｺｰﾄﾞを断線させ火災、感電、故障の原因となり危険ですので絶対におやめ下さい。

●お客様ご自身で機器本体を分解し、機器内部の清掃、修理、点検、改造を行うことは火災、感電、故障の原因となり危険

ですので絶対におやめ下さい。

●機器本体に水をかけたり、通風孔などの開口部から金属類や紙など燃えやすいものを侵入させないで下さい。また機器

本体を倒したり、落下させたり、物をぶつけるなどの衝撃を与えないで下さい。火災、感電、故障の原因となり危険ですので

絶対におやめ下さい。

●ぬれた手で電源ｺｰﾄﾞや電源ﾌﾟﾗｸﾞにさわったり、機器を操作されますと感電の原因となり危険ですので絶対におやめ下さ

い。

●機器内の電池交換等をお客様ご自身で行ったり、機器に指定されていない電池を使用しますと火災、感電、故障の原因

となり危険ですので絶対におやめ下さい。

●周辺装置を架空配線する場合は、避雷器など十分な保護対策を行ってください。

！　警告

！　注意

！　警告



　　　　　　　　　　　　　　　人が傷害を負う可能性が想定される内容、および物的損害のみ発生が想定

　　　　　　　　　　　　　される内容です。

●機器本体を規定以外の設置方法（仰向け、横倒し、逆さまなど）でご使用にならないでください。通風孔をふさぎ、機器内

部に熱がこもり火災、故障の原因となります。

●機器本体を収納箱や本棚など風通しの悪い場所に置いてご使用にならないで下さい。機器内部に熱がこもり火災、故障

の原因となります。

●機器本体を直接じゅうたんの上や、布団の上に置いて使用しないで下さい。機器内部に熱がこもり火災、故障の原因とな

ります。

●機器本体にﾃｰﾌﾞﾙｸﾛｽなどの通気性の悪いカバーを掛けてご使用にならないで下さい。通風孔をふさぎ、機器内部に熱

がこもり火災、故障の原因となります。

●機器本体を屋外や直射日光の当たるところ、冷暖房機の吹き出し口の前などに置いてご使用にならないで下さい。火

災・故障の原因となります。

●機器本体をゴミやホコリの多い場所、または金属粉や有毒ガスの発生する場所に置いてご使用にならないで下さい。火

災・故障の原因となります。

●機器本体をﾃﾚﾋﾞ、ﾗｼﾞｵ、ｽﾋﾟｰｶや無線機などの強い磁気、電波を発生させる機器のそばに置いてご使用にならないで下

さい。故障・誤動作の原因となります。

●機器本体に乗らないで下さい。倒れたり破損して、けがをする場合があります。

●長時間機器をご使用にならない場合には電源を切り、安全のためにｺﾝｾﾝﾄから電源ﾌﾟﾗｸﾞを抜いて下さい。

●機器本体に高温の発熱体や熱器具を近づけないで下さい。溶けて発火したり、変色する場合があります。

●電源ｺｰﾄﾞを高温の発熱体や熱器具を近づけないで下さい。ｺｰﾄﾞの被覆が溶けて火災、感電の原因となる場合がありま

す。

●機器を壁掛け運用時、振動や衝撃等によって落下しないようにしっかりと壁に固定して下さい。機器が落下して、けがを

する場合があります。

●機器本体をぐらついた台の上や傾いた所、また振動や衝撃を受けやすい場所には置かないで下さい。落ちたり倒れたり

して、けがをする場合があります。

●電源ﾌﾟﾗｸﾞは、ｺﾝｾﾝﾄに確実に差込んで下さい。電源ﾌﾟﾗｸﾞの刃に金属が触れると、火災、感電の原因となる場合がありま

す。

●ｺﾝｾﾝﾄから電源ﾌﾟﾗｸﾞを抜く際は、必ず電源ﾌﾟﾗｸﾞ本体を持って抜くようにして下さい。ｺｰﾄﾞを引っ張りますと、ｺｰﾄﾞが傷つき

断線したり、火災、感電の原因となる場合があります。

●機器本体を移動させる場合には、電源ﾌﾟﾗｸﾞをｺﾝｾﾝﾄから抜き、外部の接続線をはずしたことを確認の上、行ってください。

ｺｰﾄﾞを傷つけますと、火災、感電の原因となる場合があります。

　　　　　　　　　本製品が本来の性能を発揮できなかったり、機能停止を招くことが想定される内容です。

★ ご使用にあたり次のお願いをお守り下さい。

●機器本体をﾍﾞﾝｼﾞﾝ、ｼﾝﾅｰ、ｱﾙｺｰﾙ等で拭かないでください。変色や変形、破損の原因となります。汚れがひどい場合に

は、布にうすめた中性洗剤を含ませ、よく絞ってから拭き取り、その後かわいた布で拭くようにして下さい。

● 機器本体を落としたり、強い衝撃を与えないようにして下さい。故障の原因になります。

● 機器本体をﾃﾚﾋﾞ、ﾗｼﾞｵ、ｽﾋﾟｰｶや無線機などの強い磁気、電波を発生させる機器のそばに置かないで下さい。故障・

誤動作の原因となる場合があります。

● お客様が用意された機器を、本システムに接続してご使用になる場合には、あらかじめ販売店もしくはご相談窓口にご

確認ください。

！　注意

お願い

本文で、機器とは主装置などの全ての装置を示します
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１．概要

ガイドホンＣＤ７Ｄは、電話回線に接続して使用し、ＣＤ（現金自動支払機）、ＡＴＭ（現金自動預金払出機）等の無人機器の

故障時、操作上の問い合わせ時に屋外電話機を操作することにより、あらかじめ登録されている連絡先に自動ダイヤルし

て緊急連絡を行う装置です。連絡先はＡグループ・Ｂグループの２グループのいずれかを指定でき、それぞれ最大３宛先を

設定可能です。グループの切替はスイッチボックスや市販切替スイッチ等で行います。また屋外電話機と屋内電話機の相

互通話を行うことが出来ます。非常通報機能を有し、外部接続されたセンサー等の起動により、あらかじめ登録された最大

３宛先に非常通報を行うことができます。

２．各部の名称とはたらき

　外観図

　内観図
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ＣＤ７Ｄ主装置外観

①電源ランプ

　　ＡＣ１００Ｖおよび停電バックアップ用電池から給電されて

　　いる時に緑色点灯します。

②設定ランプ

　　設定スイッチを設定側に切替えると赤色点灯します。

③インターホンランプ

　　外部切替入力でインターホンモードを選択すると、赤色

　　点灯します。　A/B グループ時は消灯します。

④電源ｽｲｯﾁ

　　AC100V を入切するスイッチです。本スイッチが OFF でも

　　停電バックアップ用電池から給電されます。

ＣＤ７Ｄ呼出電話機外観

⑤使用中ランプ

　　子機の受話器を上げると赤色に点灯します。

⑥受話器

　　通話を行うための受話器です。

⑦呼出ボタン

　　受話器を上げてから押すと、連絡先を呼出します。

ＣＤ７Ｄスイッチボックス外観

⑧インターホンボタン

　　CD7D 主装置をインターホンモードに設定するボタンです。

　　１秒以上押すとランプが赤色点灯します。

⑨Ａグループボタン

　　CD7D 主装置をＡグループモードに設定するボタンです。

　　１秒以上押すとランプが赤色点灯します。

⑩Ｂグループボタン

　　CD7D 主装置をＢグループモードに設定するボタンです。

　　１秒以上押すとランプが赤色点灯します。

ＣＤ７Ｄ主装置内観

⑪メモリバックアップ用電池

　　録音音声をバックアップする電池です。添付のニッカド電池

　　パックを本位置に貼り付けます。

⑫オプションユニット

　　屋外電話機等を増設する場合、オプションの TBU ユニットを

　　実装します。

⑬設定スイッチ

　　システムデータ設定時に切替えます。

　　通常は「運用側」、設定時は「設定側」に切替えます。

⑭接続用コネクタ

　CD7D スイッチボックスやＣＤ７Ｄ呼出電話機および既設の

　電話機や回線等を接続するコネクタです。

⑮極性切替ｽｲｯﾁ

　　CD7D 主装置(ISDN)にのみ装備されています。ISDN 回線の

　　極性を切替えます。

⑯ETH端子

　　アース線を接続する端子です。

⑰集線用ケーブル押さえバンド

　　各種配線を束ねるバンドです。

⑱停電バックアップ用電池

　　停電時の動作をフルバックアップする電池です。添付のニッカド

　　電池パックを本位置に収容します。

ＣＤ７Ｄ呼出電話機内観

⑲接続コネクタ

　　ＣＤ７Ｄ主装置との接続コネクタです。添付の８Ｗラインコードを

　　使用します。

⑳スピーカ音量切替スイッチ

　　ＣＤ７Ｄ呼出電話機のスピーカ音量を切替えます。

　　初期値は「大」側です。



３．システム構成

　３．１　システム構成図

注１　TA モジュール、および TBU 上のＳ/Ｔ点入力はＣＤ７Ｄ主装置（ＩSDN）に装備。

＊屋内電話機/屋外電話機は兼用。（CD7D 呼出電話機）

＊SW-BOX1,2 には、スイッチボックス２台か市販切替スイッチ２台のいずれかが接続可能。

2W ﾗｲﾝｺｰﾄﾞ
電話回線

2W ﾗｲﾝｺｰﾄﾞ

LINE

TEL

ｵﾌﾟｼｮﾝ

TBU

INTEL
屋内電話機

屋外電話機１

屋外電話機２

屋外電話機３

屋外電話機４

センサ入力：２点

動作接点出力：２点

制御接点出力：２点

外部スピーカ：１点

商用電源：

ＡＣ１００Ｖ（５０/６０Ｈｚ）

6W ﾗｲﾝｺｰﾄﾞ
SW-BOX1

SW-BOX2
２芯

市販切替ｽｲｯﾁ

ｽｲｯﾁﾎﾞｯｸｽ４芯

２芯

４芯

４芯

EXTEL1

EXTEL2

８W ﾗｲﾝｺｰﾄﾞ

８W ﾗｲﾝｺｰﾄﾞ

８W ﾗｲﾝｺｰﾄﾞ

＊Ｓ/Ｔ点入力

TA

＊注１

ガイドホンＣＤ７Ｄシステム

外付電話機

ＣＤ７Ｄ主装置／ＣＤ７Ｄ主装置(ISDN)



　３．２　システム構成品と機能説明

◆システム構成品
No 品名 数量 機能および構成品 備考

１ CD7D 主装置 １ 機能：CD7D 呼出電話機を接続し、外部と通話できます。

屋外電話機：２台　屋内電話機：１台　ｽｲｯﾁﾎﾞｯｸｽ：２台

ｵﾌﾟｼｮﾝﾕﾆｯﾄ(CD7D-TBU-A1)：１枚

構成品(　)内は数量：

CD7D 主装置(1)　総合説明書(1)　保証書(1)　停電ﾊﾞｯｸｱｯﾌﾟ用ﾆｯｶﾄﾞ

電池ﾊﾟｯｸ(1)　　固定用ﾈｼﾞ(2)　壁掛けﾍﾞｰｽ(1)　お客様要望機能ﾁｪｯ

ｸ表(1)　2W-8W ﾗｲﾝｺｰﾄﾞ(1)　2W ﾗｲﾝｺｰﾄﾞ(1)　ｶﾞｲﾄﾞﾎﾝｼｰﾙ(2)

２ CD7D 主装置（ISDN） １ 機能：CD7D 呼出電話機を接続し、外部と通話できます。

ISDN 回線(U 点接続)を収容できます。

屋外電話機：２台　屋内電話機：１台　ｽｲｯﾁﾎﾞｯｸｽ：２台

ｵﾌﾟｼｮﾝﾕﾆｯﾄ(CD7D-TBU-A1)：１枚

構成品(　)内は数量：

CD7D 主装置 ISDN(1)　総合説明書(1)　保証書(1)　停電ﾊﾞｯｸｱｯﾌﾟﾆ

ｯｶﾄﾞ電池ﾊﾟｯｸ(1)　固定用ﾈｼﾞ(2)　壁掛けﾍﾞｰｽ(1)　お客様要望機能ﾁ

ｪｯｸ表(1)　2W-8W ﾗｲﾝｺｰﾄﾞ(1)　8W ﾗｲﾝｺｰﾄﾞ(1)　ｶﾞｲﾄﾞﾎﾝｼｰﾙ(2)

３ CD7D 呼出電話機 機能：CD7D 主装置に接続し、外部と通話できます。

屋内/屋外電話機兼用です。

構成品(　)内は数量：

CD7D 呼出電話機(1)　8W ﾗｲﾝｺｰﾄﾞ(1)　保証書(1)　固定用ﾈｼﾞ(2)

４ CD7D ｽｲｯﾁﾎﾞｯｸｽ 機能：CD7D 主装置に接続し、連絡先の切替を行います。

構成品(　)内は数量：

CD7D ｽｲｯﾁﾎﾞｯｸｽ (1)　6W ﾗｲﾝｺｰﾄﾞ(1)　壁掛け金具(1)　壁掛け金

具固定用ﾈｼﾞ(2)　連結金具(1)　連結金具固定用ﾈｼﾞ(4)

ｵﾌﾟｼｮﾝ

５ CD7D-TBU-A1

AC7916-0000

１ 機能：増設用ｺﾈｸﾀﾕﾆｯﾄです。

.ｾﾝｻ入力：２点　動作接点出力：２点　制御接点出力：２点

外部ｽﾋﾟｰｶ：１点　屋外電話機：２台、Ｓ/Ｔ点入力：１点

構成品()内は数量：

CD7D-TBU-A1(1)　取付ﾈｼﾞ(2)　TBU ﾄﾞﾗｲﾊﾞｰ(1)

ｵﾌﾟｼｮﾝ

６ 停電ﾊﾞｯｸｱｯﾌﾟ用ﾆｯｶﾄﾞ

電池ﾊﾟｯｸ

EX1821-0000

― 機能：停電ﾌﾙﾊﾞｯｸｱｯﾌﾟ用電池です。電池の寿命は約３年です。

構成品(　)内は数量：

14.4V ﾆｯｶﾄﾞ電池ﾊﾟｯｸ(1)

保守用品

７ ﾒﾓﾘﾊﾞｯｸｱｯﾌﾟ用ﾆｯｶﾄﾞ

電池ﾊﾟｯｸ

EX1792-3FP0

― 機能：ﾒﾓﾘﾊﾞｯｸｱｯﾌﾟ用電池です。電池の寿命は約３年です。

構成品(　)内は数量：

3.6V ﾆｯｶﾄﾞ電池ﾊﾟｯｸ(1)

保守用品

2W-8W ﾗｲﾝｺｰﾄﾞ

EV5327-0010

機能：主装置のｼｽﾃﾑﾃﾞｰﾀ設定用。市販電話機と主装置の接続に

使用します。

構成品(　)内は数量：

2W-8W ﾗｲﾝｺｰﾄﾞ(1)

保守用品

単独電話機 機能：主装置のｼｽﾃﾑﾃﾞｰﾀ設定用に使用する、単独電話機です。

８ ８Ｗﾗｲﾝｺｰﾄﾞ

EV5315-50H0

機能：主装置と呼出電話機の接続に使用するｺｰﾄﾞです。

構成品(　)内は数量：
8W ﾗｲﾝｺｰﾄﾞ(1)

保守用品

９ ６Ｗﾗｲﾝｺｰﾄﾞ

EV5326-0000

機能：主装置とｽｲｯﾁﾎﾞｯｸｽの接続に使用するｺｰﾄﾞです。

構成品(　)内は数量：
2W ﾗｲﾝｺｰﾄﾞ(1)

保守用品

10 NMJ-8 ﾓｼﾞｭﾗｰﾛｰｾﾞｯﾄ 工事用品



４．システム仕様

No. 項目 仕様 記事

１ 適用回線 ・一般電話回線

・ＩＳＤＮ回線

（S/T 点接続、ｱﾅﾛｸﾞﾎﾟｰﾄ出力１）

ISDN 回線収容時は、CD7D 主装置

(ISDN)を使用

２ ﾀﾞｲﾔﾙ種別 DP(10PPS/20PPS)／PB

３ ﾀﾞｲﾔﾙ桁数 最大３２桁

０～９

４ 通信方式 ・音声（録音／固定）

・ＤＴＭＦ

・ＤＴＭＦ＋音声

５ 応答方式 極性反転検出

６ ｽｲｯﾁ ・設定ｽｲｯﾁ

・電源ｽｲｯﾁ

ｽﾗｲﾄﾞ型

波型

７ 表示機能 LED：３個

電源ﾗﾝﾌﾟ、設定ﾗﾝﾌﾟ、ｲﾝﾀｰﾎﾝﾗﾝﾌﾟ

電源ﾗﾝﾌﾟ　：緑 LED

設定ﾗﾝﾌﾟ　：赤 LED

ｲﾝﾀｰﾎﾝﾗﾝﾌﾟ　：赤 LED

８ ﾒｯｾｰｼﾞ用音声録音 電話機による録音・再生（最大１６秒）

９ ｾﾝｻｰ入力 ・２入力

・無電圧ﾒｰｸ接点入力

１０ 動作接点出力 ・２出力

・ﾄﾞﾗｲ接点、接点定格：DC30V・1A

待機時ﾌﾞﾚｰｸ

１１ 制御接点出力 ・２出力

・ﾄﾞﾗｲ接点、接点定格：DC30V・1A

待機時ﾌﾞﾚｰｸ

１２ 屋外電話機 ２台 ｵﾌﾟｼｮﾝﾕﾆｯﾄで最大４台まで増設可能

１３ 屋内電話機 １台

１４ 外部切替入力 CD7D ｽｲｯﾁﾎﾞｯｸｽ/市販切替ｽｲｯﾁ：最大２台

１５ 外付電話機 １台 市販品

１６ 外部スピーカ １台、ｱﾝﾌﾟ内蔵出力可変型 市販品

１７ 設置形態 ・CD7D 主装置：壁掛け設置

・ CD7D 呼出電話機/ｽｲｯﾁﾎﾞｯｸｽ：壁掛け/

　卓上設置

＊ 上表９～１２項及び１６項は、CD7D-TBU-A1 収容時に使用可能。

５．外形寸法および重量

外形寸法(mm)品名 重量

幅 高さ 奥行き

CD7D主装置 約１．２Ｋg

CD7D 主装置(ISDN) 約１．３Ｋg

１７８ ２４０ ８０

CD7D 呼出電話機 約３００g ７８ １７６ ６１

CD7D ｽｲｯﾁﾎﾞｯｸｽ 約１００g ３４ １６０ ３４



６．システム定格

◆電源電圧・消費電力

動作電源電圧 AC100V　10V　50/60Hz

品名 待機時 動作時（最大） 記事

CD7D主装置 ５Ｗ １０Ｗ

CD7D 主装置(ISDN) ５Ｗ １２Ｗ

◆大地ｱｰｽ

規　　格大地ｱｰｽ種別

第３種設置工事(設置抵抗 100Ω以下)

◆停電動作

項目 停電動作 充電時間

ﾌﾙﾊﾞｯｸｱｯﾌﾟ ５時間待機後 1回（１０分程度）の屋外

電話機通話が可能

充電時間４８時間以上

ﾒﾓﾘﾊﾞｯｸｱｯﾌﾟ 停電ﾊﾞｯｸｱｯﾌﾟ電池放電後、４８時間以上

ﾒﾓﾘをﾊﾞｯｸｱｯﾌﾟ可能

充電時間４８時間以上

注１．工場出荷時は電池の完全充電を行っていませんので、設置時予め充電して下さい。

注２．電池の寿命は約３年です。停電発生の有無に関わらず必ず３年毎に交換して下さい。

◆使用温度・使用湿度範囲

使用温度範囲 使用湿度範囲

０～４０℃ ２０～８０％（結露なきこと）

◆工事用品

配線ｹｰﾌﾞﾙ 規格

CD7D呼出電話機/ｽｲｯﾁﾎﾞｯｸｽ配線 添付のﾗｲﾝｺｰﾄﾞまたは 0.5φETI ｹｰﾌﾞﾙ同等品

周辺機器(ｾﾝｻ等)配線 0.5φETI ｹｰﾌﾞﾙ同等品

大地ｱｰｽ線 1.6φ　ＩＶ等

７．接続（周辺）機器の規格

接続（周辺）機器の規格

接続機器 指定品 ｺｰﾄﾞ 規格 記事

外付電話機 ― ― 技術基準適合認定品

ｾﾝｻ入力 ― ― 内部ﾌﾟﾙｱｯﾌﾟ電圧：DC10V(内部抵抗 6.8KΩ)

ﾙｰﾌﾟ抵抗：100Ω以下

無電圧メーク出力

外部ｽﾋﾟｰｶ ― ― ｱﾝﾌﾟ内蔵

ﾙｰﾌﾟ抵抗：100Ω以下

入力ｲﾝﾋﾟｰﾀﾞﾝｽ 600Ω(100～300ｍＶrms)

接点出力に接続される装置 ― ― 定格電圧：AC120V、DC60V

定格電流：1A

ﾙｰﾌﾟ抵抗：100Ω以下

CD7D呼出電話機 ○ ﾙｰﾌﾟ抵抗 40Ω以下

CD7D ｽｲｯﾁﾎﾞｯｸｽ

連絡先切替ｽｲｯﾁ

○ ﾙｰﾌﾟ抵抗 40Ω以下



工事説明編



８．設置工事

　設置工事は下図のフローチャートに従って行います。

設置開始

手配品の確認

工事依頼書の

確認

設置場所の確認

配線・設置工事

電池の取付

電源投入

ｼｽﾃﾑﾃﾞｰﾀの設定

ﾒｯｾｰｼﾞの録音

設置・接続ﾁｪｯｸ

設置工事終了

お客様要求

仕様の確認

８．１項参照

８．２項参照

１０項参照

９．３項参照

９．２項参照

９．１項参照

８．６項参照

８．５項参照

８．４項参照

８．３項参照

開通試験実施 １１項参照



　８．１　手配品の確認

（１） 本装置および周辺機器の手配漏れがないか確認して下さい。

（２） 工事の手配漏れがないか確認して下さい。

　８．２　お客様要求仕様の確認

下記のように、お客様の要求仕様に合ったシステムデータの選定を行ってください。

＜使用方法＞

　ガイドホンＣＤ７Ｄお客様要望機能チェック表（添付品）に対し、要求機能や必要事項を記入していき、それらを満足させる

　各種ｼｽﾃﾑﾃﾞｰﾀの設定項目を抽出します。

　８．３　工事依頼書の確認

本工事の依頼を受けた時点でその工事内容を把握し、前項のｼｽﾃﾑ構成から必要な周辺機器等の注意事項を確認して

から作成して下さい。

　８．４　設置場所の確認

項目 設置条件 注意事項

設置環境 温度：０～４０℃

湿度：２０～８０％

急激な温度、湿度の変化、結露が

ないこと

設置場所 ・直射日光、暖房器具等で高温・多湿にならない場所

・著しく温度の低下しない場所

・振動・衝撃、ｺﾞﾐ・ﾎｺﾘが少ない場所

・冠水、薬品類（ｶﾞｿﾘﾝ・ﾍﾞﾝｼﾞﾝ・ｼﾝﾅｰ等）のかかる

　恐れのない場所

・溶接機、高周波ﾐｼﾝ等、電気的ﾉｲｽﾞを発生する物やﾗｼﾞｵ、

　ﾃﾚﾋﾞ等、高周波信号を扱っている機器が近くにない場所

･通行、物の出し入れがあり、保守点検作業に支障がない

　場所

電源設備 AC100V±10V(50Hz/60Hz)

AC100V が２４時間常時供給されていること

電源ｺﾝｾﾝﾄが近くにある場所

通信設備ｹｰﾌﾞﾙ 通信用第３種ｱｰｽが取れる場所

レ

レ

レ

レ レ

レレ点を書込み、必要事項を抽出



８．５　配線・設置工事

　　８．５．１　構成品の確認

　　　構成品を取出し、全てそろっていることを確認します。

　　８．５．２　本体カバーの取り外し

　　　主装置正面のカバーを下図のように取り外します

2W-8W ラインコード（１）

2W ラインコード（１）

CD7D 主装置（１）

お客様要望機能ﾁｪｯｸ表（１） 総合説明書（１） 保証書（１）

固定用ﾈｼﾞ（１）

停電ﾊﾞｯｸｱｯﾌﾟ用

ﾆｯｶﾄﾞ電池ﾊﾟｯｸ（１）

カバーをはずす絵

CD7D 主装置（１）

本体カバーのつめの部分を

指で引き下げてはずします

本体カバー



　　８．５．３　ＣＤ７Ｄ主装置の取付

　　　ＣＤ７Ｄ主装置（以下主装置）の取付は、下図のように添付されている壁掛けベースおよび固定用ネジを使用して壁面

　　　に設置して下さい。

　　　①取付位置決定後、壁掛けベースを壁面に固定し、添付の固定用ネジにて固定します。

　　　②固定用ネジで固定した壁掛けベースに主装置を引っ掛けます。

　　　③「カチッ」と音がするまで主装置を壁掛けベースに引っ掛けると固定完了です。

　　８．５．４　アース線の接続、および商用電源への接続

　　　①アース線は、主装置の ETH端子にネジ止めし、第３種接地工事（接地抵抗１００Ω以下）を必ず実施して下さい。

　　

　　

固定用ﾈｼﾞ（添付品）

壁掛けﾍﾞｰｽ（添付品）

大地

＋ドライバー

ETH 端子

電源ｺｰﾄﾞ



　　８．５．５　ＣＤ７Ｄ呼出電話機の取付

　　　ＣＤ７Ｄ呼出電話機（以下呼出電話機）を所定の壁面に固定します。

　　　①呼出電話機受話器下のフサギ板をはずし、ネジをはずして本体を分離します。

　　　　②ベースを壁面の所定位置に添付の固定用ネジにて固定します。配線が壁打抜きの場合は、ベースの配線枠を

　　　　　ニッパ等で切取り、添付の８Ｗラインコードを通してから壁面に固定します。

　　　　③ハウジング側のモジュラーに添付の８Ｗラインコードを挿入します。

　　　　　・通常配線の場合、８Ｗラインコードはベースのガイド用ボスの右側を通して、卓上用配線枠を切取ってから取出し

　　　　　　ます。

　　　　　・壁打抜き配線の場合、８Ｗラインコードは壁打抜用配線枠から取り出します。

　　　　④８Ｗラインコード収容後、ハウジングをベースに仮止めしておきます。通話試験時にスピーカ出力音量の調整が

　　　　　必要な場合、ハウジングを取り外してハウジング側に実装しているｽﾋﾟｰｶ音量切替スイッチで音量切替えを行い

　　　　　ます。　工場出荷状態では、「大」側になっています。

ﾈｼﾞ

固定用ﾈｼﾞ（添付品）

ﾊｳｼﾞﾝｸﾞ ﾍﾞｰｽ

８３mm

壁打抜用配線枠

分離

卓上用配線枠

ｽﾋﾟｰｶ音量

切替ｽｲｯﾁ

8W ﾗｲﾝｺｰﾄﾞ

ｶﾞｲﾄﾞ用ﾎﾞｽ

ﾓｼﾞｭﾗｰ

ﾗｲﾝｺｰﾄﾞ

大 小

ﾌｻｷﾞ板



　　８．５．６　ＣＤ７Ｄスイッチボックスの取付

ＣＤ７Ｄスイッチボックス（以下スイッチボックス）を所定の壁面に固定します。

（１） 壁掛け設置の場合

　①壁掛け金具を壁面に添付ﾈｼﾞにて固定します。

　②スイッチボックスの背面にあるモジュラーへ、６Ｗラインコードを差込みます。

　　　　③壁掛け金具にスイッチボックスを固定します。壁掛け金具の４つのつめをスイッチボックスの溝にあてがった後、

　　　　　下方向にカチっという音がするまでスライドさせます。

（２） 卓上設置の場合

　①連結金具を呼出電話機およびスイッチボックスに、壁掛け金具固定用ネジにて固定します。

壁掛け金具

固定用ﾈｼﾞ（添付品）

壁掛け金具
つめを上向きにして固定

6W ﾗｲﾝｺｰﾄﾞ
ｽｲｯﾁﾎﾞｯｸｽ

（背面図）

連結金具

ｽｲｯﾁﾎﾞｯｸｽ

（背面図）

呼出電話機

（背面図）

壁掛け金具

固定用ﾈｼﾞ（添付品）



　②スイッチボックスの背面にあるモジュラーへ、６Ｗラインコードを差込みます。

　　　　③下図のように卓上設置し、各ラインコードを主装置に接続します。

　　８．５．７　配線を延長する場合

　　　　下図のように配線し、延長して接続します。

　　（１）主装置－呼出電話機間

（１） 主装置－スイッチボックス間

注意　　・誤った配線を行うと、主装置や呼出電話機が破壊する恐れがあります。

　　　　　・電源スイッチがＯＮのままで、コードの抜き差しを行わないで下さい。

ﾗｲﾝｺｰﾄﾞ

ﾗｲﾝｺｰﾄﾞ

EXT1

８ ７ ６ ５ ４ ３ ２ １

８

７

６

５

４

３

２

１

８

７

６

５

４

３

２

１

８

７

６

５

４

３

２

１

主装置呼出電話機

EXT1

６　５　４　３　２　１

６

５

４

３

２

１

６

５

４

３

２

１

主装置呼出電話機

６　５　４　３　２　１



　　８．５．８　電話回線、電話装置の接続

　　　（１）電話回線の接続

　　　電話回線は、本体のモジュラー端子[LINE]に添付の２Ｗラインコードにて接続します。

　　　（２）電話装置の接続

　　　　　電話機やＦＡＸ等の電話装置は、本体のモジュラー端子[TEL]に既設のラインコードにて接続します。

　　　　・電話回線に、他の電話装置をブランチ（親子）接続しないで下さい。

　　　　・キャッチホン等の付加サービスを利用すると、正常な動作が妨げられることがあります。

　　　　・専用線への接続は出来ません。

・ ＩＳＤＮ回線へ接続する場合は、ＣＤ７Ｄ主装置（ＩSDN）をご購入願います。

！　　注意

電話装置

2W ﾗｲﾝｺｰﾄﾞ

SW-BOX1    SW-BOX2        TEL        EXT1          EXT2          LINE

既設ﾗｲﾝｺｰﾄﾞ

SW-BOX1    SW-BOX2        TEL        EXT1          EXT2          LINE



　　８．５．９　呼出電話機の接続

（１）屋外電話機の配線

　　　　　　屋外電話機として使用する呼出電話機を、主装置の EXT1（屋外電話機 No.１）へ接続します。

　　　　　　同様に２台目は主装置の EXT2(屋外電話機 No.２)へ接続します。配線は呼出電話機に添付の８Ｗラインコードを

　　　　　　使用します。

　（２）屋内電話機の配線

　　　　　　屋外電話機として使用する呼出電話機を、主装置の INTEL（屋内電話機）へ接続します。配線は呼出電話機に

　　　　　　添付の８Ｗラインコードを使用します。

　　　

極性 SW

RVS

NOR

極性 SW

設定

運用

８Ｗﾗｲﾝｺｰﾄﾞ

８Ｗﾗｲﾝｺｰﾄﾞ

SW-BOX1    SW-BOX2        TEL        EXT1          EXT2          LINE

屋外電話機 No.１ 屋外電話機 No.２

INTEL

屋内電話機



　　８．５．１０　スイッチボックスの接続

　　　　スイッチボックスを、主装置の SW-BOX1（外部切替入力１）へ接続します。同様に２台目は主装置の SW-BOX2

　　　　(外部切替入力２)へ接続します。配線はスイッチボックスに添付の６Ｗラインコードを使用します。

　　８．５．１１　タイマースイッチ/切替スイッチの接続

　　　　主装置の外部切替入力に市販スイッチ等を接続し運用する場合、下図のように接続することにより、インターホン/

　　　　Ａグループの切替えを行います。市販スイッチはロック式のみ接続可能です。スイッチ OFF(ブレーク)でインターホン、

　　　　スイッチ ON(メーク)で A グループになります。

　　　　＊この場合、システムデータの設定変更が必要になります。（Ａ９５を「１」に変更）

　　　　

６Ｗﾗｲﾝｺｰﾄﾞ

SW-BOX1    SW-BOX2        TEL        EXT1          EXT2          LINE

SW-BOX　No.１

市販切替ｽｲｯﾁ

SW-BOX　No.2

SW-BOX1

６　５　４　３　２　１

６

５

４

３

２

１



　　８．５．１２　各種増設

　　　　　ＣＤ７Ｄ－ＴＢＵ－Ａ１（以下ＴＢＵ、オプションユニット）を主装置に装着することにより、外部スピーカ、センサ入力、

　　　　　接点出力の接続、および屋外電話機を増設することが出来ます。

　　　　（１）ＴＢＵの取付

　　　　　　ＴＢＵは下図のとおり、主装置へ装着後、ＴＢＵに添付されているネジにて固定します。

　　　　（２）スクリューレスコネクタへの配線方法

　　　　　下図のようにＴＢＵドライバーを使用し、ケーブルを差込み固定します。

①ケーブルの芯線が６ｍｍ程度となるように被覆を切断します。

②ドライバ差込口に TBU ドライバを差し込むと配線口が開きます。

　※ドライバは強めに差し込んでください。

③配線口にケーブルを奥まで差し込みます。

④マイナスドライバを抜くと配線口が閉じケーブルが固定されます。

　　　　　　　※配線口が芯線を固定しているか確認してください。

　　　　　（３）外部スピーカの接続

　　　　　　　下図のように、ＴＢＵ上のスクリューレスコネクタと外部スピーカをケーブルで接続します。

S1  COM  S2  COM    K1      K2

SP       O1       O2EXT3         EXT4

S/T OUT

CD7D-TBU-A1

TBU ドライバ(添付品)

ケーブル

ドライバ差込口

配線口 ６ｍｍ

作業手順

AUX

外部ｽﾋﾟｰｶ
ＴＢＵﾕﾆｯﾄ

REMOTE

ＴＢＵ



　　　　（４）センサ入力の接続

　　　　　　下図のように、ＴＢＵ上のスクリューレスコネクタとセンサーをケーブルで接続します。

　　　　（５）制御接点出力の接続

　　　　　　下図のように、ＴＢＵ上のスクリューレスコネクタと制御機器をケーブルで接続します。

　　　　（６）動作接点出力の接続

　　　　　　下図のように、ＴＢＵ上のスクリューレスコネクタと制御機器をケーブルで接続します。

　　　　（７）呼出電話機の接続

　　　　　　呼出電話機を屋外電話機として 3 台、４台と増設したい場合は、TBU ﾕﾆｯﾄの EXT３（屋外電話機 No.3）/EXT4

　　　　　　（屋外電話機 No.4）へ接続します。　下図のように、ＴＢＵ上のモジュラーに添付のラインコードにて接続します。

SP       O1       O2EXT3         EXT4

S/T OUT

CD7D-TBU-A1 センサー２

S1  COM  S2  COM    K1      K2

SP       O1       O2EXT3         EXT4

S/T OUT

CD7D-TBU-A1

制御出力１

制御出力２

S1  COM  S2  COM    K1      K2

SP       O1       O2EXT3         EXT4

S/T OUT

CD7D-TBU-A1

動作出力１

動作出力２

S1  COM  S2  COM    K1      K2

SP       O1       O2EXT3         EXT4

S/T OUT

CD7D-TBU-A1

屋外電話機 No.3 屋外電話機 No.4

センサー１



　　８．５．１３　主装置内配線ケーブルの集線

　　　下図のように配線ケーブルをケーブル押さえ用バンドで集線します。きれいに集線しないと、主装置のカバーが

　　　きちんと閉じなくなります。

８．６　電池の取付

　８．６．１　電池の収納

　　停電バックアップ用ニッカド電池パック（以下停電電池）は、下図のように、主装置内の電池収納スペースに収納し、各

　　コネクタへ接続します。メモリバックアップ用ニッカド電池パック（以下メモリ電池）は、工場出荷段階で主装置に収容され

　　ています。

　８．６．２　電池の接続

　　停電電池はＣＮ１８へ接続します。メモリ電池はＣＮ２３に接続します。

注意　　・装着向きに注意し、必ず所定のコネクタに差込んでください。

　　　　　

外す

押す

ｹｰﾌﾞﾙ押さえ用バンドの

はずし方

CN18

CN23

停電電池ケーブル

メモリ電池ケーブル

停電バックアップ用

ニッカド電池パック

メモリバックアップ用

ニッカド電池パック

ｹｰﾌﾞﾙ押さえ用バンドの

はずし方
外す

下げる



９．各種設定

設置工事完了後、電源を投入し下記の要領でシステムデータの設定を行います。

　９．１　電源投入

　　主装置の電源スイッチをＯＮすると、電源ランプが緑色点灯します。

　９．１．１　音声の録音再生、およびシステムデータ設定・確認準備

　　市販電話機（以下電話機）を使用してシステムデータの設定を行います。添付の２Ｗ－８Ｗラインコードと、電話機に

　　接続されているラインコードを交換してから、電話機を主装置の「INTEL」コネクタへ接続します。音声の録音・再生は

　　「EXT1」に接続した呼出電話機を使用して行います。設定ＳＷを設定側に切替えると　設定ランプが赤色点灯します。

　　接続が終わったら、電話機の受話器を上げて、＃を押して下さい。「番号を入力して下さい」というガイダンスが送出

され、以後、録音音声の録音・再生や、システムデータの設定・確認を行なうことができます。

　　

注意　システムデータの設定・変更および確認中、本システムは運用停止となるため、一連の連絡や通報が出来なく

　　　　なります。事前にお客様の了解を得てから、運用に支障のないよう十分注意して下さい。

　　　　設定に使用する電話機は、接続されているラインコードを一旦ｔｔ抜取り、添付の８Ｗ-２Ｗラインコード（黒色）を

使用し、「INTEL」へ接続して下さい。他のラインコードを使用したり、違うコネクタに接続すると主装置が破損します。

設定 SW

設定

運用

設定ランプ

呼出電話機

電話機

２Ｗ－８Ｗラインコード

呼出ボタン

使用中ランプ

電源ランプ



９．２ 音声の録音・再生

　ＩＤコードや通報メッセージを、録音した音声で送出したい場合、以下手順で行います。

音声の録音・再生は、主装置の「INTEL」コネクタへ接続した電話機と、「EXT1」に接続した呼出電話機を使用して行います。

各種番号入力は電話機で行いますが、音声の録音は、「EXT1」に接続した呼出電話機を使用してのみ可能です。

　　９．２．１　　録音音声の録音方法

No. 項　　目 電話機操作 呼出電話機操作 備　　考

１ 音声録音１ ＃ ４ ０ と押します ID コード用

２ 音声録音２ ＃ ４ １ と押します ｾﾝｻ 1 ﾒｯｾｰｼﾞ用

３ 音声録音３ ＃ ４ ２ と押します

呼出電話機の受話器を上げて、

呼出ボタンを押しながら音声を

録音します ｾﾝｻ 2 ﾒｯｾｰｼﾞ用

・呼出ボタンを押している間は音声録音を継続し、使用中ランプが点灯します。呼出ボタンを離すと録音停止します。

・録音は電話機の受話器を元に戻した状態で行ってください。受話器間でハウリングを起こす可能性があります。

・本作業は仮録音です。主装置の設定 SW を「運用」側にし、設定ランプが消灯することにより録音した音声は主装置

　に登録されます。登録前に主装置の電源が切れた場合、それまで録音した内容は全て無効となります。

　　９．２．２　録音音声の再生方法

No. 項　　目 電話機操作 呼出電話機操作 備　　考

１ 音声再生１ ＃ ５ ０ と押します ID コード用

２ 音声再生２ ＃ ５ １ と押します ｾﾝｻ 1 ﾒｯｾｰｼﾞ用

３ 音声再生３ ＃ ５ ２ と押します ｾﾝｻ 2 ﾒｯｾｰｼﾞ用

・録音されている音声は、電話機の受話器から再生されます。

・録音されていないフレーズを再生すると、「ピー」を送出します。

　　９．２．３　録音をやり直す場合

No. 項　　目 電話機操作 呼出電話機操作 備　　考

１ 音声消去 ＃ ６　０　と押します 消去が完了すると、受話器から「ﾋﾟｰ」が送出されます

・録音音声は一括消去されます。フレーズ個別に消去することは出来ません。一括消去後に再度録音し直して下さい。

・ 消去が完了すると、受話器から「ピー」が送出されます。



９．３ システムデータの設定・確認

　　システムデータの設定・変更および確認作業は、以下手順で行います。

　　

９．３．１ システムデータ設定作業

　各種番号入力は、主装置の「INTEL」コネクタへ接続した電話機で行います。ＩＤコードに「の」や「＃」を登録したいとき

　のみ「EXT1」に接続した呼出電話機を使用して行います。

◆ 連絡先電話番号の設定：Ａ１１～Ａ４３

９．３．１表　システムデータ設定・変更手順

No 項　　目 電話機操作 電話機確認 備　　考

１ 設定対象番号の入力 ＃ ２ Ｘ Ｘと押します 「電話番号ＡＸ変更です」「番号を入力して下さ

い」「ﾋﾟｯ」が送出されます

（Ｘ：左記で入力した番号の末尾）

ＸＸ：設定したい登録エリア

番号

２ データの設定 Ｚ Ｚ Ｚ Ｚ ＃と押します 「確認です。ＺＺＺＺです」「ﾋﾟｯ」が送出されます Ｚ：設定したい内容

３ 設定内容の再確認 ＃を押します 「ＺＺＺＺです」「ﾋﾟｯ」が送出されます

４ 仮登録 ０ ＃ を押します 「電話番号ＡＸ変更終了しました」「ﾋﾟｯ」が送出

されます

注１）

５ 未登録 ９ ＃ を押します 「終了しました」「ﾋﾟｯ」が送出されます

注１） 本作業は仮登録です。主装置の設定SWを「運用」側にし、設定ランプが消灯することにより正式登録されます。登録

前に主装置の電源が切れた場合、それまで設定した内容は登録されずに無効となります。

・誤った番号を入力すると「ピピッ」とエラー音が送出されます。

・番号の入力は、ガイダンス送出後の「ピッ」を確認後に行ってください。ガイダンス送出中の番号入力は無効です。

◆ＩＤ番号の設定：Ａ５０～Ａ５９

No 項　　目 電話機操作 電話機確認 備　　考

１ 設定対象番号の入力 ＃ ２ ５ Ｘと押します 「ＩＤ番号Ｘ変更です」「番号を入力して下さい」「ﾋﾟ

ｯ」が送出されます

Ｘ：設定したい登録エリア

番号

２ 以降、９．３．１表の３～６項のとおりです

・「の」「＃」を登録する場合、呼出電話機の呼出ボタンを押します。押した回数分、「の」「＃」が登録されます

・仮登録時、「ＩＤ番号Ｘ変更終了しました」「ﾋﾟｯ」が送出されます。

◆暗証番号の設定：Ａ６０

No 項　　目 電話機操作 電話機確認 備　　考

１ 設定対象番号の入力 ＃ ２ ６ ０と押します 「暗証番号変更です」「番号を入力して下さい」

「ﾋﾟｯ」が送出されます

２ 以降、９．３．１表の３～６項のとおりです

・仮登録時、「暗証番号Ｘ変更終了しました」「ﾋﾟｯ」が送出されます。

◆呼出モードの設定：Ａ００

No 項　　目 電話機操作 電話機確認 備　　考

１ 設定対象番号の入力 ＃ ２ ０ ０と押します 「呼出モード変更です」「番号を入力して下さい」

「ﾋﾟｯ」が送出されます

２ 以降、９．３．１表の３～６項のとおりです

・仮登録時、「呼出モード変更終了しました」「ﾋﾟｯ」が送出されます。



◆他項目の設定：Ａ７０～９５

No 項　　目 電話機操作 電話機確認 備　　考

１ 設定対象番号の入力 ＃ ２ Ｘ Ｘと押します 「番号ＸＸ変更です」「番号を入力して下さい」「ﾋﾟｯ」

が送出されます

２ 以降、９．３．１表の３～６項のとおりです

・仮登録時、「番号ＸＸ変更終了しました」「ﾋﾟｯ」が送出されます。

＜システムデータ設定例＞

例えば、Ａグループの第一連絡宛先に８１３－７１１４を登録したい場合は、以下のように操作します。

No 項　　目 電話機操作 電話機確認 主装置操作・確認

１ 設定対象番号の入力 ＃ ２ １ １と押します 「電話番号Ａ１変更です」「番号を入力して

下さい」「ﾋﾟｯ」が送出されます

２ データの設定 ８ １ ３ ７ １ １ ４ ＃

と押します

「確認です。８１３７１１４です」「ﾋﾟｯ」が送出

されます

３ 仮登録 ０ ＃ を押します 「電話番号Ａ１変更終了しました」「ﾋﾟｯ」が送

出されます

４ 正式登録 - - 設定 SW を運用側に切替え、

設定ﾗﾝﾌﾟ消灯で完了です

　９．３．２　システムデータ確認作業

　　システムデータの設定・変更および確認作業は、以下手順で行います。

　　各種番号入力は、主装置の「INTEL」コネクタへ接続した電話機で行います。

◆連絡先電話番号の確認：Ａ１１～Ａ４３

No 項　　目 電話機操作 電話機確認 備　　考

１ 確認対象番号の入力 ＃ １ Ｘ Ｘと押します 「電話番号ＡＸ確認です」「ＺＺＺＺです」「電話

番号ＡＸ確認終了しました」が送出されます

ＸＸ：設定したい登録ｴﾘｱ番号

Ｚ：設定されている番号

＊ 誤った番号を入力すると「ピピッ」とエラー音が送出されます。

◆ＩＤ番号の確認：Ａ５０～Ａ５９

No 項　　目 電話機操作 電話機確認 備　　考

１ 確認対象番号の入力 ＃ １ ５ Ｘと押します 「ＩＤ番号Ｘ確認です」「ＺＺＺＺです」「ＩＤ番号

Ｘ確認終了しました」が送出されます

Ｘ：設定したい登録エリア番号の

末尾

◆暗証番号の確認：Ａ６０

No 項　　目 電話機操作 電話機確認 備　　考

１ 確認対象番号の入力 ＃ １ ６ ０と押します 「暗証番号確認です」「ＺＺＺＺです」「暗証

番号確認終了しました」が送出されます

◆呼出モードの確認：Ａ００

No 項　　目 電話機操作 電話機確認 備　　考

１ 確認対象番号の入力 ＃ １ ０ ０と押します 「呼出モード確認です」「Ｚです」「呼出モー

ド確認終了しました」が送出されます

Ｚ：設定されているモード、下記

のいずれか送出

「インターホンです」

「Ａグループです」

「Ｂグループです」

◆他項目の設定：Ａ７０～９５

No 項　　目 電話機操作 電話機確認 備　　考

１ 確認対象番号の入力 ＃ １ Ｘ Ｘと押します 「番号ＸＸ確認です」「ＺＺＺＺです」「番号ＸＸ

確認終了しました」が送出されます



　　９．３．３　システムデータの設定・確認の終了

　メッセージの録音やシステムデータの設定・確認作業が終了したら、設定ＳＷを運用側に切替えます。本作業により設定

　したシステムデータを主装置内のメモリに書込みます。設定ランプが消灯したらシステムデータ登録完了ですので、電話

　機を主装置の「INTEL」コネクタからはずし、屋内電話機を元に戻して下さい。

注意　　登録前に主装置の電源が切れた場合、それまで設定した内容は登録されずに無効となります。

９．３．３表　システムデータ一覧

登録

ｴﾘｱ

設定項目 登録

番号

設定値 初期値 機能詳細

Ａ１１

Ａ１２

Ａ１３

連絡宛先設定

A ｸﾞﾙｰﾌﾟ

－

－

－

第１宛先

第２宛先

第３宛先

Ａ２１

Ａ２２

Ａ２３

連絡宛先設定

B ｸﾞﾙｰﾌﾟ

－

－

－

第１宛先

第２宛先

第３宛先

Ａ４１

Ａ４２

Ａ４３

連絡宛先設定

D ｸﾞﾙｰﾌﾟ

－

－

－

第１宛先

第２宛先

第３宛先

未設定 連絡先の電話番号を登録します。最大３２桁、０～９が登録可

能です。

Ａ５１

Ａ５２

Ａ５３

Ａ５４

屋外電話機個別

ＩＤｺｰﾄﾞ

－

－

－

－

No.1 ＩＤｺｰﾄﾞ

No.2 ＩＤｺｰﾄﾞ

No.3 ＩＤｺｰﾄﾞ

No.4 ＩＤｺｰﾄﾞ

Ａ５９ 着信応答時ＩＤｺｰﾄﾞ － －

Ａ５０ 屋外電話機共通

ＩＤｺｰﾄﾞ

－ －

未設定 屋外電話機の個別 ID ｺｰﾄﾞを登録します。最大１６桁、０～９、

＃が登録可能です。

・ 「＃」は呼出電話機の呼出ﾎﾞﾀﾝを押すと登録できます

・ 「＃」は音声送出時、「の」になります。

Ａ６０ 暗証番号 － － 未設定 ４桁。未登録の場合、ﾃﾚｺﾝ機能およびｵﾝﾗｲﾝによるｼｽﾃﾑﾃﾞｰﾀ

の設定・変更および確認ができません。自動応答ﾓｰﾄﾞにお

いて、応答後屋外電話機の一斉音声呼出になります。
Ａ７０ 第１連絡宛先

呼出時間

０

１

４０秒

６０秒

０

Ａ７１ 第２連絡宛先

呼出時間

０

１

４０秒

６０秒

０

自動ﾀﾞｲﾔﾙ後、相手が応答するまでの時間を設定します。本時

間内に応答しなかった場合、次の宛先を呼出します。

Ａ７２ 自動切替ﾀｲﾏ

　 (ｲﾝﾀｰﾎﾝ�A,B)
�１：ｲﾝﾀｰﾎﾝ�A
�２：ｲﾝﾀｰﾎﾝ�B

０□

１□

２□

３□

４□

１０秒

１５秒

２０秒

３０秒

切替なし

４１ ｲﾝﾀｰﾎﾝ機能で屋内電話機を呼出しても応答しない場合、ｶﾞｲﾄﾞ

ﾎﾝ機能に移行するまでの時間です。切替えなしの場合、屋内

電話機が応答するまで呼続けます。

Ａ７３ 自動応答遅延時間

(ｶﾞｲﾄﾞﾎﾝ機能)

０

１

２

３

即応答

１０秒

２０秒

３０秒

０ ｶﾞｲﾄﾞﾎﾝ機能において、連絡先からの着信に対し応答するまで

の時間を設定します。

Ａ７４ 自動応答遅延時間

(ｲﾝﾀｰﾎﾝ機能：

自動切替なしの場合)

０

１

２

３

即応答

１０秒

２０秒

３０秒

１ ｲﾝﾀｰﾎﾝ機能で、A72 で切替なしを選択した場合において、連

絡先からの着信に対し応答するまでの時間を設定します。

Ａ７５ 自動応答遅延時間

(ｲﾝﾀｰﾎﾝ機能：

自動切替ありの場合)

０

１

２

３

即応答

１０秒

２０秒

３０秒

１ ｲﾝﾀｰﾎﾝ機能で、A72 で切替ありを選択した場合において、連

絡先からの着信に対し応答するまでの時間を設定します。

Ａ７６ 自動応答復旧時間 ０

１

２

３

３０秒

６０秒

１８０秒

３６０秒

０ 自動応答ﾓｰﾄﾞ、ﾃﾚｺﾝ機能において、暗証番号や各種番号を

入力する際の制限時間を設定します。本時間を経過すると回

線を開放します。

Ａ７７ 長時間通話監視時間 ０

１

２

３

１０分

２０分

３０分

監視しない

３ 屋外電話機と連絡先との通話時間を規定します。本時間を経

過すると、終話予告音が送出されます。通話延長しないと通話

を終了します。



Ａ７８ ｾﾝｻ入力検出遅延

時間　□　□

        　　　ｾﾝｻ２

        　　　ｾﾝｻ１

０

１

２

３

遅延なし

５秒

１０秒

２０秒

００ 各種ｾﾝｻからの異常信号に対し、設定した時間以上連続して

入力があった場合、有効と判断します。遅延なしの場合、連続

0.3 秒以上の入力にて有効と判断します。

Ａ７９ ID ｺｰﾄﾞ送出回数 ０

１

２

３

４

５

６

７

８

９

１０

０回

１回

２回

３回

４回

５回

６回

７回

８回

９回

１０回

２ 登録した ID ｺｰﾄﾞの送出回数を設定します。０回と設定した場

合、即通話に移行します。

Ａ８０ 接続済み屋外電話機

Ｎｏ．

１

２

３

４

屋外電話機１

屋外電話機２

屋外電話機３

屋外電話機４

１ 接続されている屋外電話機No.を設定します。実際に屋外電話

機が接続されていても、本設定と一致していなければ使用でき

ません。

Ａ８１ ID ｺｰﾄﾞ送出方式 ０

１

２

音声

DTMF

DTMF＋音声

０００

０００

０００

ｶﾞｲﾄﾞﾎﾝ機能で ID ｺｰﾄﾞを送出する方式を設定します。自動応

答、ﾃﾚｺﾝ機能時の ID ｺｰﾄﾞは、必ず音声にて送出します。

Ａ８２ 屋内電話機→

屋外電話機呼出方式

０

１

音声

信号

０ ｲﾝﾀｰﾎﾝ機能で、屋外電話機の呼出方式を設定します。

音声方式：屋外電話機のｽﾋﾟｰｶからの「ﾋﾟﾝﾎﾟﾝ」に続いて

　　　　　　　音声を送出します。

信号方式：「ｼﾞﾘﾘﾘﾝ」を送出します。

1:０

  １

  ２

DP/10PPS

DP/20PPS

PB

１ 回線のﾀﾞｲﾔﾙ種別を設定します。

ISDN 回線の場合、PB に設定するとより早く呼出動作を行いま

す。

自動応答

手動応答

応答しない

０ 連絡先からの呼出に対し応答可否を設定します。

自動応答：呼出に対し自動応答します。

手動応答：呼出に対し自動応答せず、屋外電話機の

　　　　　　　ｽﾋﾟｰｶから「ｼﾞﾘﾘﾘﾝ」を送出します。

応答しない：呼出に対し応答しません。

応答しない

自動切替時

        応答

応答する

０ ｲﾝﾀｰﾎﾝ機能で、呼出に対し応答可否を設定します。

応答しない：呼出に対し応答しません。

切替時応答：A72 で切替ありを選択した場合、呼出に対し応答

　　　　　　　　します。

応答する　：呼出に対し自動応答します。

Ａ８３ ﾀﾞｲﾔﾙ種別その他

１桁目：ﾀﾞｲﾔﾙ種別

２桁目：応答ﾓｰﾄﾞ

３桁目：ｲﾝﾀｰﾎﾝ機能

での応答有無

４桁目：録音音声

        使用有無

2:０

  １

  ２

3:０

  １

  ２

4:０

  １ 固定音声

録音音声

０ ID ｺｰﾄﾞを音声で送出する際の手段を設定します。

固定音声：主装置に登録済み音声を送出します。

録音音声：主装置に録音した肉声を送出します。

Ａ９０ 衝突検出有無 ０

１

検出する

検出しない

０ 呼出操作から連絡先が応答するまでの時間を短縮したい場

合、「検出しない」を設定します。

連絡先からの呼出に対し、主装置が自動ﾀﾞｲﾔﾙすると着信に

衝突し、正常な動作が保証されません。

Ａ９１ 呼出ﾎﾞﾀﾝ押下有無 ０

１

呼出ﾎﾞﾀﾝ押下

ｵﾌﾌｯｸのみ

０ 呼出操作を簡略したい場合、「ｵﾌﾌｯｸのみ」を設定すると、ｵﾌﾌ

ｯｸのみで呼出ﾎﾞﾀﾝを押さなくても呼出動作を行います。

Ａ９２ ﾃﾞｰﾀ方式 ０

１

ﾃﾞｰﾀ１方式

ﾃﾞｰﾀ２方式

０ ＊設定変更しないで下さい。正常な動作が出来なくなります。

Ａ９３ 回線種別 ０

１

ｱﾅﾛｸﾞ回線

ISDN 回線

０ ISDN 回線に接続する場合、連絡先電話番号に「＃」を自動的

に付加する機能です。本設定により、ﾀﾞｲﾔﾙ送出時間が短縮さ

れます。

Ａ９４ 応答方式 ０

１

一般応答

特殊応答

０ 自動応答、ﾃﾚｺﾝ機能において、暗証番号一致から番号入力ま

での時間で、動作を切替える機能です。

一般応答：暗証番号一致から番号入力までの時間制限はあり

ません。

特殊応答：暗証番号一致から番号入力までの時間は３秒間。

３秒経過で屋外電話機の一斉音声呼出となります。

Ａ９５ 外部ｽｲｯﾁ接続 ０

１

ｽｲｯﾁﾎﾞｯｸｽ

市販ｽｲｯﾁ

０ 主装置の SW-BOX1,2 に接続する機器を設定します。

市販ｽｲｯﾁ（ﾀｲﾏｰｽｲｯﾁや切替ｽｲｯﾁ等）でﾛｯｸ式を使用する場

合は「１」に設定します。



１０．設置・配線チェック

　配線・設置工事およびシステムデータの設定・変更が終了したら、再度配線の点検を行ってください。

　点検の結果、問題なければ下図のように主装置のパネルを実装して下さい。

　

パネル実装後、下図のように「ガイドホンシール」を貼り付けて下さい。

① 本体カバーの上部つめをハウジングに引っ掛けます。

　　奥までしっかりとはめ込んでください

ガ　

イ　

ド　

ホ　

ン

②本体カバーの下部つめをハウジングに引っ掛けます。

　　パチッと音がするまではめ込んでください。

ガイドホンシール



１１．開通試験の実施

別表１にてまとめたお客様の要求仕様のとおりにシステムデータおよび接続がされているかを確認します。

動作の確認方法については、後述の１４項を参照して下さい。

下記のように、お客様の要求仕様に合ったシステムデータの選定がされているか、動作確認を行ってください。

＜使用方法＞

　ガイドホンＣＤ７Ｄお客様要望機能チェック表（添付品）に対し、レ点でチェックされた要求機能や必要事項に対し、□を

塗りつぶしていき、それらを満足しているかをチェックします。

レ

レレレ点を塗りつぶし、動作確認を実施



１２．ＩＳＤＮ回線（ＩＮＳネット６４）を使用する場合

　ＩＳＤＮ回線（ＩＮＳネット６４/ＩＮＳネット６４・ライト）に接続して使用する場合、ＣＤ７Ｄ主装置(ISDN)を使用します。

　ＣＤ７Ｄ主装置に対しては、ＩＳＤＮ回線を接続できません。また電話回線で運用中の主装置をＩＳＤＮ回線用にバージョン

　アップできません。別途ＣＤ７Ｄ主装置(ISDN)を購入して下さい。

注意　　・回線のインターフェースはＳ/Ｔ点接続のみです。Ｕ点は接続できません。

　　　　　・ＩＮＳネット６４において、ＮＴＴが提供する各種サービス(「ダイヤルインサービス」「フレックスホン」「ＩＮＳボイス

　　　　　　ワープ」等)のサービス（付加機能）は使用できません。

　　　　　・確実な連絡や通報を行うために、既設のＤＳＵへは多数のＩＳＤＮ端末を接続しないで下さい。

　１２．１　構成品の確認

　　　構成品を取出し、全てそろっていることを確認します。

１２．２　接続のしかた

　１２．２．１　ＩＳＤＮ回線の接続

　　　ＩＳＤＮ回線（Ｓ/Ｔ点）は、ＴＢＵのモジュラー端子[Ｓ/Ｔ]と既設のＤＳＵを、添付の８Ｗラインコードにて接続します。

８Ｗﾗｲﾝｺｰﾄﾞ(添付品)

S1  COM  S2  COM    K1      K2

SP       O1       O2EXT3         EXT4

S/T OUT

CD7D-TBU-A1

2W-8W ラインコード（１）

8W ラインコード（１）

CD7D 主装置（１）

お客様要望機能尾ﾁｪｯｸ表（１） 総合説明書（１） 保証書（１）

固定用ﾈｼﾞ（１）

停電ﾊﾞｯｸｱｯﾌﾟ用

ﾆｯｶﾄﾞ電池ﾊﾟｯｸ（１）CD7D 主装置（１）



　１２．２．２　アナログ端末の接続

　　　アナログ端末は、本体のモジュラー端子[TEL]に既設のラインコードにて接続します。

１２．３　動作の確認

　　別表１にてまとめたお客様の要求仕様のとおりにシステムデータおよび接続がされているかを確認します。

　　詳細は１０項を参照して下さい。動作の確認方法については、１４項を参照して下さい。

　　

既設ﾗｲﾝｺｰﾄﾞ

SW-BOX1    SW-BOX2        TEL        EXT1          EXT2          LINE

一般電話機等



１３．ＣＤ６Ｎ主装置への呼出電話機の接続

　　ＣＤ６Ｎ主装置に対し、ＣＤ５-「」呼出電話機のかわりにＣＤ７Ｄ呼出電話機を収容できます。

１３．１　屋外電話機としての接続

　　ＣＤ６Ｎ主装置のＥＸＴ１およびＥＸＴ２に対し、下記配線で呼出電話機を収容することが出来ます。

１３．２　屋内電話機としての接続

　　ＣＤ６Ｎ主装置に対し、ＣＤ７Ｄ呼出電話機を収容することは出来ません。

　　別途、販売代理店や最寄の営業所にお問い合わせ下さい。

L1

L3

L5

L7

L2

L4

L6

L8

RB RA

TB TA Ｖ　　Ｔ2　　Ｒ　　Ｄ　　Ｃ　　Ｔ1　　Ａ　　Ｌ　　Ｔ2

Ｖ

Ｃ

Ｔ1

Ｒ

Ｌ

Ｄ

Ａ

Ｔ2

Ｖ　Ｔ2　Ｒ　Ｄ　Ｃ　Ｔ1　Ａ　Ｌ　Ｔ1

ＥＸＴ２

ＥＸＴ１

ＣＤ６Ｎ主装置

ＴＢ２

NMJ-8 ﾓｼﾞｭﾗｰﾛｰｾﾞｯﾄ

呼出電話機



取扱説明編



１４．機能および動作概要

　１４．１　ガイドホン機能

　　スイッチボックスの「ＡグループまたはＢグループ」ボタンを１秒以上押すか、市販切替スイッチをブレークすると、当該

　　ＬＥＤが点灯し、ガイドホン機能になります。電源投入直後は必ず本機能から開始します。

　　１４．１．１　屋外電話機から連絡先（管理センター、警備会社等）を呼出す場合

　　　①屋外電話機の受話器を上げると、「ご使用になっている電話機の呼出ボタンを押して下さい」という

　　　　ガイダンスが送出されます。同時に使用中の屋外電話機を除く全屋外電話機のランプが点灯します。

　　　②呼出ボタンを押すと「ただいま連絡しております。受話器を持ったまましばらくお待ち下さい」というガイダンスが

　　　　ＩＤコード送出完了まで連続送出されます。

　　　③Ａグループ/Ｂグループのいずれか選択されているグループの第１連絡宛先に対し、自動ダイヤルします。

　　　④第１連絡宛先が話中、または所定時間呼んでも相手が電話に出られない場合、１度回線を開放し第２連絡宛先に

　　　　自動ダイヤルします。第２連絡宛先が登録されていない場合は、繰り返し第１連絡宛先に自動ダイヤルします。

　　　⑤第２連絡宛先が話中、または所定時間呼んでも相手が電話に出られない場合、１度回線を開放し第３連絡宛先に

　　　　自動ダイヤルします。第３連絡宛先が登録されていない場合は、繰り返し第１/第２連絡宛先に自動ダイヤルします。

　　　⑥いずれも応答しなかった場合、回線を開放し呼出動作を終了します。

　　　⑦いずれかの連絡先が応答した場合、ＩＤコードを送出します。

　　　　ＩＤコードは、音声、ＤＴＭＦ、ＤＴＭＦ+音声の３方式から１つを選択します。

方　　式 機　能　詳　細 送　出　例

音声 音声合成音を送出する方式 「こちらはイチ・ニ・サンです」

ＤＴＭＦ ＤＴＭＦ信号で送出する方式 「１　２　３」

ＤＴＭＦ+音声 上記２つの組み合わせで送出する方式 「１　２　３」「こちらはイチ・ニ・サンです」

　ＩＤコードは「０～９」の数字と「の」の組み合わせで送出されます。

　ＩＤコードが「１２３＃４」の場合、音声では「イチ・ニ・サン・の・ヨン」と送出されます。「の」はＤＴＭＦ方式および

　ＤＴＭＦ+音声の場合、「＃」として送出されます。

　　　⑧音声による方式は以下２つの手段から選択します。

方　　式 機　能　詳　細 備　　考

固定音声 あらかじめ主装置内に登録されている、女性の音声データを結合し送出する方式

録音音声 主装置に肉声を録音し送出する方式 録音ｴﾘｱ：ﾌﾚｰｽﾞ 01

　例えばフレーズ０１に「こちらは○○○です」と録音すると、上記の「イチ・ニ・サン・の・ヨン」の代わりに録音した

　メッセージを送出することが出来ます。

　　　⑨ＩＤコード送出後、連絡先と当該屋外電話機で通話を行います。

　　　⑩通話は時間制限なしに行えますが、設定により時間制限を設けることが出来ます。（制限なし、１０分、２０分、３０分

　　　　から選択）時間制限を設定した場合、設定時間を経過すると終話予告音「ピー」が一定間隔で送出されます。

　　　　屋外電話機の呼出ボタンを押すか、連絡先からＤＴＭＦの「＃」を入力すると終話予告音は停止し、通話時間を延長

　　　　することができます。延長は何回でも行うことが出来ます。

　　　⑪使用中の屋外電話機の受話器を元に戻すと、通話を終了します。

　　　⑫他の屋外電話機のランプが点灯中に受話器を上げると、当該電話機のスピーカから「ただいま使用中です。受話器

　　　　を元に戻し使用中ランプが消えてからおかけ直し下さい」というガイダンスが送出されます。



　　１４．１．２　連絡先から屋外電話機を呼び出す場合

　　　連絡先からの呼出に対し、次の３つのシステム応答モードから選択します。

（１） 自動応答モード

　連絡先からの呼出に対し、自動応答後に屋外電話機を呼出すモードです。

　　①屋外電話機の呼出方法は、音声による一斉呼出/個別呼出と、信号による一斉呼出/個別呼出があります。

　　　連絡先からの呼出に対し、主装置は即自動応答し、ＩＤコード「こちらは○○○です」を送出後、「暗証番号を入力して

　　　下さい」というガイダンスを送出します。設定により自動応答時間を変更できます。（０秒、１０秒、２０秒、３０秒から

　　　選択）ＩＤコードは必ず音声で送出します。

　　②暗証番号を入力します。暗証番号を間違えた場合は、「＊」を押してから暗証番号を入れ直します。３０秒以内に

　　　暗証番号が入力されない場合、回線を開放します。

　　③あらかじめ暗証番号を設定していない場合、自動応答後に屋外電話機の一斉音声呼出になります。

　　④暗証番号が一致した場合、「番号を入力して下さい」というガイダンスが送出されます。

　　⑤下表に示す制御番号を入力すると、屋外電話機を音声または信号で呼出します。

制御番号 機　　能 備　　考

１０ 一斉音声呼出 全屋外電話機のｽﾋﾟｰｶから「ﾋﾟﾝﾎﾟﾝ」送出後、音声で呼出を行います。

１１ 屋外電話機 No.1 音声呼出

１２ 屋外電話機 No.2 音声呼出

１３ 屋外電話機 No.3 音声呼出

１４ 屋外電話機 No.4 音声呼出

対象となる屋外電話機のｽﾋﾟｰｶから「ﾋﾟﾝﾎﾟﾝ」送出後、音声で呼出を行います。

２０ 一斉信号呼出 全屋外電話機のｽﾋﾟｰｶから「ｼﾞﾘﾘﾘﾝ」を送出し、呼出を行います。

２１ 屋外電話機 No.1 信号呼出

２２ 屋外電話機 No.2 信号呼出

２３ 屋外電話機 No.3 信号呼出

２４ 屋外電話機 No.4 信号呼出

対象となる屋外電話機のｽﾋﾟｰｶから「ｼﾞﾘﾘﾘﾝ」を送出し、呼出を行います。

　　⑥呼出されている屋外電話機の受話器を上げると、連絡先と当該屋外電話機で通話が出来ます。

　　⑦通話時間制限を設定した場合、設定時間を経過すると終話予告音「ピー」が一定間隔で送出されます。

　　　屋外電話機の呼出ボタンを押すか、連絡先からＤＴＭＦの「＃」を入力すると終話予告音は停止し、通話時間を延長

　　　することができます。延長は何回でも行うことが出来ます。

　　⑧使用中の屋外電話機の受話器を元に戻すと、通話を終了します。

　　⑨他の屋外電話機のランプが点灯中に受話器を上げると、当該電話機のスピーカから「ただいま使用中です。受話器

　　　を元に戻し使用中ランプが消えてからおかけ直し下さい」というガイダンスが送出されます。

　　⑩連絡先から強制的に通話を終了したい場合、「＃９９」と入力すると主装置は通話を終了し、回線を開放します。

（２）手動応答モード

　連絡先からの呼出に対し、主装置は自動応答せずに屋外電話機を呼出すモードです。

　　①連絡先からの呼出に対し主装置は応答せず、全屋外電話機のスピーカから「ジリリリン」を送出します。

　　②連絡先からの呼出が終了かいずれかの屋外電話機が応答するまで、「ジリリリン」を送出します。

　　③いずれかの屋外電話機の受話器を上げることにより、連絡先と通話できます。通話後の動作は前記の通りです。

　　④主装置に電話機やＦＡＸ等の通信装置を接続している場合は、それらも鳴動します。

（３）応答しないモード

　連絡先からの呼出に対し、応答しないモードです。

　　①連絡先からの呼出に対し主装置は応答せず、屋外電話機も鳴動しません。

　　②主装置に電話機やＦＡＸ等の通信装置を接続している場合は、それらは鳴動します。



１４．２　インターホン機能

スイッチボックスの「インターホン」ボタンを１秒以上押すか、市販切替スイッチをメークすると、当該ＬＥＤが点灯し、インター

ホン機能になります。

　　１４．２．１　屋外電話機から屋内電話機を呼び出す場合

　　①屋外電話機の受話器を上げると「ご使用になっている電話機の呼出ボタンを押して下さい」というガイダンス

　　　が送出されます。同時に使用中の屋外電話機を除く全屋外電話機のランプが点灯します。

　　②屋外電話機の呼出ボタンを押すと、受話器から「トゥルルル」が屋内電話機応答まで連続送出されます。

　　③屋内電話機のスピーカから「ジリリリン」が送出され、屋外電話機の受話器を上げると通話できます。

　　　所定時間呼び出しても屋内電話機が応答しない場合、自動的にガイドホン機能に切替えることが出来ます。

　　　切替時間は１０秒、１５秒、２０秒、３０秒、切替なしの中から選択できます。

　　１４．２．２　連絡先から屋外電話機を呼び出す場合

　連絡先からの呼出に対し、次の３つの応答モードから選択します。

　　①インターホン機能の場合、下記組み合わせで応答可否を設定します。

　

　②システム応答モードで「応答しないモード」と設定すると、いずれの機能（ガイドホン/インターホン/テレコン）でも応答

　　しません。インターホン機能にて応答させるには、システム応答モードを「自動応答モード」「手動応答モード」のいずれ

　　かを選択する必要があります。

　③インターホン応答モードで「応答する」と設定すると、連絡先からの呼出しに対しガイドホン機能と同一動作を行います。

　④インターホン応答モードで「自動切替タイマーありで応答する」と設定すると、連絡先からの呼び出しに対し、自動切替

　　タイマーをありに設定している場合のみ応答します。自動切替タイマーなしに設定している場合、応答しません。

　⑤インターホン応答モードで「応答しない」と設定すると、インターホン機能では応答しません。

　　

　　１４．２．３　屋内電話機から屋外電話機を呼び出す場合

屋内電話機から屋外電話機を呼出す場合、ガイドホン機能同様に音声による一斉呼出、および信号による一斉呼出があり

ます。屋外電話機個別の呼出は出来ません。

（１）音声による一斉呼出

　①屋内電話機の受話器を上げて、呼出ボタンを押します。

　②「ピンポン」が聞こえた後、屋内電話機からの音声が、全屋外電話機のスピーカから送出されます。

　③いずれかの屋外電話機の受話器を上げると、屋内電話機と通話できます。

（２）信号による一斉呼出

　①屋内電話機の受話器を上げて、呼出ボタンを押します。

　②屋内電話機からは「トゥルルル」が聞こえ、全屋外電話機のスピーカから「ジリリリン」が送出されます。

　③いずれかの屋外電話機の受話器を上げると、屋内電話機と通話できます。

・自動応答ﾓｰﾄﾞ

・手動応答ﾓｰﾄﾞ

・応答しないﾓｰﾄﾞ

・応答する

・自動切替ﾀｲﾏｰありで応答する

・応答しない

ｼｽﾃﾑ応答ﾓｰﾄﾞ ｲﾝﾀｰﾎﾝ応答ﾓｰﾄﾞ



１４．３　センサー通報動作

ガイドホン機能/インターホン機能において、センサー入力が所定時間連続して動作するとセンサー入力と判断し、通報を

行います。

　①センサー入力（無電圧メーク接点入力）が、所定時間（０．３秒、５秒、１０秒、３０秒のいずれかを設定）連続して動作

　　するとセンサー入力が有効と判断します。

　②Ｄグループに設定されている通報先に通報を行います。

　③Ｄグループ内に設定されている通報先（最大３宛先）に対し、いずれかが応答するまで３サイクル通報します。

　④いずれかが応答すると、音声またはＤＴＭＦで内容を告知します。

　⑤音声（固定/録音音声）による通報の場合、通報メッセージを最大２０回連続送出します。

　⑥録音音声の場合、フレーズ１に録音したＩＤコード+フレーズ２または３で録音した通報メッセージを送出します。

項　　目 固定音声 録音音声 ＤＴＭＦ 備　　考

ｾﾝｻ１起動時 こちらは○○○です。

非常発生イチ

ﾌﾚｰｽﾞ 01+ﾌﾚｰｽﾞ 02 ○○○+[#11]

ｾﾝｻ２起動時 こちらは○○○です。

非常発生ニ

ﾌﾚｰｽﾞ 01+ﾌﾚｰｽﾞ 03 ○○○+[#12]

・○○○：ID ｺｰﾄﾞ

・音声の場合、最大２０回送出

・ＤＴＭＦの場合、１回送出

　⑦Ｄグループに通報宛先が未登録の場合、センサー入力は無効となり、通報を行いません。

　⑧通報メッセージを送出完了するか、通報先が先に電話を切ると、通報を完了します。

　⑨通報メッセージを最低１サイクル聞かないうちに通報先が電話を切った場合、異常終了と判断して、再度通報を行い

　　ます。

　⑩センサー通報中に別のセンサー入力があった場合、通報完了後に通報動作を開始します。センサー通報中の同一

　　センサー入力は無効となります。例えば、センサー１通報中に再度センサー1が動作した場合は、その入力は無効と

　　なります。

　１４．４　テレコン機能による制御

　連絡先からの呼出に対し、自動応答ありに設定されている場合、応答後に連絡先からＤＴＭＦ信号を入力すると主装置

　内の接点や外部スピーカの制御が可能です。下表の手順で各種制御を行います。

◆ﾃﾚｺﾝ制御
No 項　　目 操作側 主装置側 備　　考

１ 接続 主装置が接続されている電

話回線に電話をかけます

着信に自動応答し「こちらは○○です」「暗証

番号を入力して下さい」「ﾋﾟｯ」を送出します

○○：登録されているＩＤコ

ード

２ 暗証番号入力 登録されている暗証番号を

入力します

△ △ △ △ ＃

暗証番号が一致したら「番号を入力して下さ

い」「ﾋﾟｯ」を送出します
間違った場合、＊を入力

し、暗証番号を入直しま

す。

３ 番号入力 ＃ を押します 「番号を入力して下さい」「ﾋﾟｯ」が送出されます

４ 制御番号の入力 ＃ ３ Ｘ を入力します 制御ｺｰﾄﾞに従い動作を行います。

１：Ｏ１リレーを１秒間メーク

２：Ｏ２リレーを１秒間メーク

３：外部ｽﾋﾟｰｶへ音声出力

４：外部ｽﾋﾟｰｶへの音声停止

Ｘ：制御ｺｰﾄﾞ

５ 制御完了 ＃ ９ ９を入力します ﾃﾚｺﾝ制御を完了し、回線を開放します

・暗証番号が未登録の場合、テレコン制御は出来ません。

・外部スピーカへ音声出力中に制御コードを受信すると、一桁目の「＃」受信で一旦音声出力を停止します。

　音声停止コマンド以外であれば、再度音声出力を再開します。

・外部スピーカへの音声出力中のまま制御完了した場合、強制的に音声を停止します。

・所定時間入力がなかった場合、テレコンを終了し、回線を開放します。



１４．５　オンラインによるシステムデータの設定・変更および確認

　　連絡先からの呼出に対し、自動応答ありに設定されている場合、応答後に連絡先からＤＴＭＦ信号を入力すると、オン

　　ラインによるシステムデータの設定・変更および確認を行うことが出来ます。下表の手順で行います。

注意　　オンラインによるシステムデータの設定・変更および確認中、本システムは運用停止となるため、一連の通報が

　　　　　出来なくなります。事前にお客様の了解を得てから、運用に支障のないよう十分注意して下さい。

　　　　

　　１４．５．１　オンラインによるシステムデータの設定・変更

　以下の手順で、オンラインによるシステムデータの設定・変更を行います。

◆ 連絡先電話番号の設定：Ａ１１～Ａ４３

１２．１表　オンラインによるシステムデータ設定・変更手順

No 項　　目 電話機操作 電話機確認 備　　考

１ 接続 主装置が接続されている

電話回線に電話をかけ

ます

着信に自動応答し「こちらは○○です」「暗証番

号を入力して下さい」「ﾋﾟｯ」を送出します

○○：登録されているＩＤ

コード

２ 暗証番号入力 登録されている暗証番号

を入力します

△ △ △ △ ＃

暗証番号が一致したら「番号を入力して下さ

い」「ﾋﾟｯ」を送出します
間違った場合、＊を入力

し、暗証番号を入れ直し

ます。

３ 番号入力 ＃ を押します 「番号を入力して下さい」「ﾋﾟｯ」が送出されます

４ 設定対象番号の入力 ＃ ２ Ｘ Ｘと押します 「電話番号ＡＸ変更です」「番号を入力して下さ

い」「ﾋﾟｯ」が送出されます

（Ｘ：左記で入力した番号の末尾）

ＸＸ：設定したい登録エリ

ア番号

５ データの設定 Ｚ Ｚ Ｚ Ｚ ＃と押します 「確認です。ＺＺＺＺです」「ﾋﾟｯ」が送出されます Ｚ：設定したい内容

６ 設定内容の再確認 ＃を押します 「ＺＺＺＺです」「ﾋﾟｯ」が送出されます

７ 仮登録 ０ ＃ を押します 「電話番号ＡＸ変更終了しました」「ﾋﾟｯ」が送出

されます

注１）

８ 未登録 ９ ＃ を押します 「終了しました」「ﾋﾟｯ」が送出されます

９ 設定・変更終了 ＃ ９ ９ と押します （回線開放）

注１）本作業は仮登録です。「＃」「９」「９」を受信することにより正式登録されます。登録前や仮登録中に、主装置の電源が

　　　切れた場合、それまで設定した内容は登録されずに無効となります。

・誤った番号を入力すると、「ピピッ」とエラー音が送出されます。

・暗証番号が未登録の場合、オンラインによるシステムデータの設定・変更および確認は出来ません。

◆ＩＤ番号の設定：Ａ５０～Ａ５９

No 項　　目 電話機操作 電話機確認 備　　考

１ 設定対象番号の入力 ＃ ２ ５ Ｘと押します 「ＩＤ番号Ｘ変更です」「番号を入力して下さ

い」「ﾋﾟｯ」が送出されます

Ｘ：設定したい登録エリア番号

２ 以降、１２．１表の４～８項のとおりです

・仮登録時、「ＩＤ番号Ｘ変更終了しました」「ﾋﾟｯ」が送出されます。

◆暗証番号の設定：Ａ６０

No 項　　目 電話機操作 電話機確認 備　　考

１ 設定対象番号の入力 ＃ ２ ６ ０と押します 「暗証番号変更です」「番号を入力して下さ

い」「ﾋﾟｯ」が送出されます

２ 以降、１２．１表の４～８項のとおりです

・仮登録時、「暗証番号Ｘ変更終了しました」「ﾋﾟｯ」が送出されます。



◆呼出モードの設定：Ａ００

No 項　　目 電話機操作 電話機確認 備　　考

１ 設定対象番号の入力 ＃ ２ ０ ０と押します 「呼出モード変更です」「番号を入力して下

さい」「ﾋﾟｯ」が送出されます

２ 以降、１２．１表の４～８項のとおりです

・仮登録時、「呼出モード変更終了しました」「ﾋﾟｯ」が送出されます。

◆他項目の設定：Ａ７０～９５

No 項　　目 電話機操作 電話機確認 備　　考

１ 設定対象番号の入力 ＃ ２ Ｘ Ｘと押します 「番号ＸＸ変更です」「番号を入力して下さ

い」「ﾋﾟｯ」が送出されます

２ 以降、１２．１表の４～８項のとおりです

・仮登録時、「番号ＸＸ変更終了しました」「ﾋﾟｯ」が送出されます。

＜システムデータ設定例＞

例えば、暗証番号１２３４で、Ａグループの第一連絡宛先に８１３－７１１４を登録したい場合は、以下のように操作します。

No 項　　目 電話機操作 電話機確認 備　　考

１ 接続 主装置が接続されてい

る電話回線に電話をか

けます

「こちらは○○です」「暗証番号を入力して下さい」

「ﾋﾟｯ」を送出します

２ 暗証番号入力 １ ２ ３ ４ ＃ 「番号を入力して下さい」「ﾋﾟｯ」を送出します

番号入力 ＃ を押します 「番号を入力して下さい」「ﾋﾟｯ」が送出されます

２ 設定対象番号の入力 ＃ ２ １ １と押します 「電話番号Ａ１変更です」「番号を入力して下さい」

「ﾋﾟｯ」が送出されます

３ データの設定 ８ １ ３ ７ １ １ ４ ＃

と押します

「確認です。８１３７１１４です」「ﾋﾟｯ」が送出されます

４ 仮登録 ０ ＃ を押します 「電話番号Ａ１変更終了しました」「ﾋﾟｯ」が送出され

ます

５ 設定・変更終了 ＃ ９ ９ と押します （回線開放）

　　１４．５．２　オンラインによるシステムデータの確認

　　以下の手順で、オンラインによるシステムデータの確認を行います。

◆ 連絡先電話番号の設定：Ａ１１～Ａ４３

１１．５．２表　オンラインによるシステムデータ確認手順

No 項　　目 操作側 主装置側 備　　考

１ 接続 主装置が接続されている電

話回線に電話をかけます

着信に自動応答し「こちらは○○です」

「暗証番号を入力して下さい」「ﾋﾟｯ」を

送出します

○○：登録されているＩＤコード

２ 暗証番号入力 登録されている暗証番号を

入力します

△ △ △ △ ＃

暗証番号が一致したら「番号を入力し

て下さい」「ﾋﾟｯ」を送出します
間違った場合、＊を入力し、暗証

番号を入れ直します。

３ 番号入力 ＃ を押します 「番号を入力して下さい」「ﾋﾟｯ」が送出

されます

３ 確認対象番号の

入力
＃ １ Ｘ Ｘを入力します 「電話番号ＡＸ確認です」「ＹＹＹＹです」

「電話番号ＡＸ確認終了しました」「ﾋﾟｯ」

を送出します

Ｘ：設定したい登録エリア番号の

末尾

Ｙ：設定されているﾃﾞｰﾀ

４ 確認完了 ＃ ９ ９を入力します オンラインによる確認作業を完了し、

回線を開放します



◆ＩＤ番号の確認：Ａ５０～Ａ５９

No 項　　目 電話機操作 電話機確認 備　　考

１ 確認対象番号の入力 ＃ １ ５ Ｘと押します 「ＩＤ番号Ｘ確認です」「ＺＺＺＺです」「ＩＤ番号

Ｘ確認終了しました」「ﾋﾟｯ」が送出されます

Ｘ：設定したい登録エリア番号の

末尾

◆暗証番号の確認：Ａ６０

No 項　　目 電話機操作 電話機確認 備　　考

１ 確認対象番号の入力 ＃ １ ６ ０と押します 「暗証番号確認です」「ＺＺＺＺです」「暗証

番号確認終了しました」「ﾋﾟｯ」が送出され

ます

◆呼出モードの確認：Ａ００

No 項　　目 電話機操作 電話機確認 備　　考

１ 確認対象番号の入力 ＃ １ ０ ０と押します 「呼出モード確認です」「Ｚです」「呼出モー

ド確認終了しました」「ﾋﾟｯ」が送出されます

Ｚ：設定されているモード、下記

のいずれか送出

「インターホンです」

「Ａグループです」

「Ｂグループです」

◆他項目の設定：Ａ７０～９５

No 項　　目 電話機操作 電話機確認 備　　考

１ 確認対象番号の入力 ＃ １ Ｘ Ｘと押します 「番号ＸＸ確認です」「ＺＺＺＺです」「番号ＸＸ

確認終了しました」「ﾋﾟｯ」が送出されます

＜システムデータ確認例＞

例えば、暗証番号１２３４で、Ａグループの第一連絡宛先を確認したい場合は、以下のように操作します。

No 項　　目 操作側 主装置側 備　　考

１ 接続 主装置が接続されている電

話回線に電話をかけます

着信に自動応答し「こちらは○○で

す」「暗証番号を入力して下さい」「ﾋﾟ

ｯ」を送出します

○○：登録されているＩＤコード

２ 暗証番号入力 １ ２ ３ ４ ＃ 暗証番号が一致したら「番号を入力

して下さい」「ﾋﾟｯ」を送出します

３ 確認対象番号の

入力
＃ １ １ １を入力します 「電話番号Ａ１確認です」「８１３７１１

４です」「電話番号Ａ１確認終了しまし

た」「ﾋﾟｯ」を送出します

４ 確認完了 ＃ ９ ９を入力します オンラインによる確認作業を完了し、

回線を開放します

　　１４．５．３　システムデータの設定・変更および確認の終了

　システムデータの設定・変更および確認作業が終了したら、「＃」「９」「９」を入力します。本作業により、回線を解放後、

　設定したシステムデータを主装置内のメモリに書込みます。



１５．保守

１５．１　電池の交換

　主装置には停電時のフルバックアップ用およびメモリバックアップ用の充電電池が実装されています。

　下記のように、定期的に電池の交換が必要です。

　１５．１．１　停電電池

　停電時にシステムのフルバックアップを行うための充電電池です。

　　（１）電池特性

　　　①本電池はニッカド電池です。購入時は完全充電されていません。

　　　②充電時間は約４８時間です。その間は電源コードを抜かないで下さい。

　　　③バックアップ時間は約５時間待機後、約１０分間のガイドホン通話が可能です。

　　　④電池の寿命は３年です。必ず３年毎に交換する必要があります。

　　　⑤本電池は専用電池です。購入の際は販売代理店またはお近くの営業所へ連絡して下さい。

　　（２）交換方法

　　　①本体パネルを外します。

　　　②電池を収容部から外し、電池ケーブルを引き抜きます。この際、ケーブルを引っ張るのではなく、コネクタをつかんで

　　　　から引き抜いてください

　　　③新しい電池を収容部に装着後、コネクタにキチンと差込みます。

　　　④本体パネルを装着します。

注意　　・装着向きに注意し、必ず所定のコネクタに差込んでください。

　　　　　　　

CN18

CN23

停電電池ケーブル

停電電池



　１５．１．２　メモリ電池

　停電時にメモリ（録音した音声）のバックアップを行うための充電電池です。

　　（１）電池特性

　　　①本電池はニッカド電池です。購入時は完全充電されていません。

　　　②充電時間は約４８時間です。その間は電源コードを抜かないで下さい。

　　　③メモリバックアップ時間は約４８時間です。

　　　④電池の寿命は３年です。必ず３年毎に交換する必要があります。

　　　⑤本電池は専用電池です。購入の際は販売代理店またはお近くの営業所へ連絡して下さい。

　　（２）交換方法

　　　①本体パネルを外します。

　　　②下図のようにケーブル押さえ用バンドを緩めてからメモリ電池を外し、メモリ電池ケーブルを引き抜きます。この際、

　　　　　ケーブルを引っ張るのではなく、コネクタをつかんでから引き抜いてください

　　　③新しいメモリ電池をケーブル押さえ用バンドで収容部に固定後、コネクタにキチンと差込みます。

　　　④本体パネルを装着します。

注意　　・装着向きに注意し、必ず所定のコネクタに差込んでください。

　　　　　・ケーブル押さえ用バンドによるメモリ電池の固定位置は、下図の通りに実施して下さい。固定位置が異なると周辺

　　　　　　とぶつかる恐れがあります

CN18

CN23

ｹｰﾌﾞﾙ押さえ用バンドの

はずし方

メモリ電池ケーブル

メモリ電池

外す

下げる

このくぼみの位置に

ケーブル押さえ用

バンドがくるように

してから固定します



１５．２　アフターサービスについて

（１） 保証書（別に添付してあります）

保証書は販売代理店や最寄の営業所からお渡ししますので、購入日などの記入事項をお確かめになり、内容をよく

お読みの上、大切に保存して下さい。

　　保証期間は、ご購入の日から１年間です

（２） 故障等で修理を依頼される時は、１５項のＦＱＡの点をお調べの上、なお異常と判断された場合は、販売代理店や

　　最寄の営業所にご連絡下さい。

　＜連絡していただきたい内容＞

　○ご住所・ご氏名（事業所）・電話番号

　○ご購入日（保証書をご覧下さい）

　○故障内容・異常な状態（できるだけ詳しく）

　○ご訪問希望日

（３）その他ご不明な点は、販売代理店や最寄の営業所にお問い合わせ下さい。



１６．ＦＡＱ

No. 項目 質問内容 回答

ﾋﾟﾝｸ回線や専用線等、電話回線以外の回線は

使用可能か？

電話回線以外は使用できません。ISDN 回線を使用したい場

合は、CD7D 主装置(ISDN)を購入して下さい。

ＰＢＸに収容可能か？ 極性反転信号が得られるＰＢＸであれは収容可能です。

回線関連

ISDN 回線接続時、U点を接続できるか？ S/T 点接続のみｻﾎﾟｰﾄしています。DSU は別途購入して下さ

い。

連絡先が話中や応答しない場合、どのような動

作になるか？

屋外電話機からは「ただいま連絡しております…」のｶﾞｲﾀﾞﾝｽ

が連続で送出されています。登録されている宛先全てにﾀﾞｲ

ﾔﾙし、連絡先が応答しない場合、ｶﾞｲﾀﾞﾝｽが停止してしまい

ます。もう一度呼び出したい場合、一旦受話器を元に戻して

から行います。

屋外電話機の受話器が外れたままで動作に支

障はないか？

屋外電話機の受話器が外れたままの場合、一旦受話器を元

に戻さないと連絡できません。連絡先から呼出電話機を呼び

出す場合、屋外電話機ｽﾋﾟｰｶから呼出音を送出できます。通

話したい場合は、一旦受話器を元に戻してから再度受話器

を上げると通話できます。

どの屋外電話機も使用していないのに使用中ﾗﾝ

ﾌﾟが点灯している場合、なにが原因なのか？

ｾﾝｻｰ通報中、ﾃﾚｺﾝ中、ｼｽﾃﾑﾃﾞｰﾀ設定中が考えられます。

連絡先を即座に呼び出したいが、どうすればい

いか？

ｼｽﾃﾑﾃﾞｰﾀ A90 を変更することにより、約４秒短縮可能です。

ISDN 回線収容時は、ｼｽﾃﾑﾃﾞｰﾀ A93 を変更することにより、

約５秒短縮可能です。

ｶﾞｲﾄﾞﾎﾝ機能

屋外電話機の呼出ﾎﾞﾀﾝを押して「ただいま連絡

…お待ち下さい」のｶﾞｲﾀﾞﾝｽが 1 回出た後、連絡

しないのはなぜか？

連絡先の電話番号が未設定です。

屋外電話機から屋内電話機を呼出しても、だれ

も応答しない場合、どうなるのか？

屋内電話機を所定時間呼び出しても不在のため応答しない

場合、ｼｽﾃﾑﾃﾞｰﾀ A72 を変更すると、所定時間呼出した後に

連絡先へ自動ﾀﾞｲﾔﾙします。

屋内電話機の受話器が上がったままで、屋外電

話機から呼出があった場合、どうなるのか？

呼出信号は屋内電話機のｽﾋﾟｰｶから送出されます。通話す

る場合、一旦屋内電話機の受話器を元に戻してから再度受

話器を上げると通話できます。

屋外電話機の受話器が外れたままで動作に支

障はないか？

上記同様問題ありません。

ｲﾝﾀｰﾎﾝ機能

屋外電話機の呼出ﾎﾞﾀﾝを押しても、屋内電話機

を呼出さないのはなぜか？

主装置のｲﾝﾀｰﾎﾝﾗﾝﾌﾟが点灯していることを確認して下さい。

点灯していなければ、ｲﾝﾀｰﾎﾝﾓｰﾄﾞに切替て下さい

例えばｾﾝｻｰ１が動作中に、またｾﾝｻｰ 1 が動作

した場合、どうなるのか？

ｾﾝｻｰ動作中に同一ｾﾝｻｰの入力があった場合、その入力は

無視されます。センサ通報終了後であれば、その入力は有

効です。

ｾﾝｻｰ通報時、その通報を誤って子供や老人が

受けて、即切ってしまった場合、どうなるのか？

通報ﾒｯｾｰｼﾞを最低１ｻｲｸﾙ聴取しないで切った場合、再度通

報を行います。

通報先が留守番電話や FAX の場合、どうなる

か？

主装置は人が応答したのか、機械が自動応答したのか判断

できません。自動通報機能を持った機器が接続されていると

ころへは通報しないで下さい。

１１０番や１１９番へ通報できるのか？ １１０番等は特殊な回線ですので、通報できません。

ｾﾝｻｰ通報時に屋外電話機の受話器が上がった

場合、どうなるか？

当該屋外電話機ｽﾋﾟｰｶから「ただいま使用中です…」が送出

されます。

ｾﾝｻｰ通報

ｾﾝｻｰ通報時に屋内電話機から屋外電話機を呼

び出した場合、どうなるか？

屋内電話機の呼出ﾎﾞﾀﾝは受け付けません

連絡先から呼出しても自動応答しない場合、な

にが考えられるか？

主装置が接続されている電話番号が相違していないか、主

装置の配線は問題ないか等を確認する必要があります。

自動応答はするがﾃﾚｺﾝできないのは、なにが考

えられるか？

暗証番号が設定されていないと、自動応答はしますがﾃﾚｺﾝ

は出来ません。

ﾃﾚｺﾝ機能

外部ｽﾋﾟｰｶを ON したままﾃﾚｺﾝを終了した場合、

どうなるか？

ﾃﾚｺﾝ終了と同時に、外部ｽﾋﾟｰｶは強制的に OFF します。

例えばｶﾞｲﾄﾞﾎﾝ機能にて呼出中にｽｲｯﾁﾎﾞｯｸｽ等

でﾓｰﾄﾞ切替を行った場合、どうなるか？

それら動作中にｽｲｯﾁﾎﾞｯｸｽ等での切替は無視します

ｽｲｯﾁﾎﾞｯｸｽのﾎﾞﾀﾝを押してもﾓｰﾄﾞが切り替わら

ないのはなぜか？

ｽｲｯﾁﾎﾞｯｸｽのﾗﾝﾌﾟが点灯していれば、配線は正常です。ﾎﾞﾀ

ﾝは 0.5 秒以上押しつづけて下さい。

ﾓｰﾄﾞ切替

市販切替ｽｲｯﾁを接続したがﾓｰﾄﾞが切り替わら

ないのはなぜか？

配線/ｽｲｯﾁ出力の論理、及びｼｽﾃﾑﾃﾞｰﾀ A95 の変更内容を

確認して下さい。



設定 SW を設定側に切替えても、設定ﾗﾝﾌﾟが点

灯しないのはなぜか？

他動作中には設定ﾗﾝﾌﾟは点灯せず、設定もできません。

他動作終了後に実施して下さい。

設定したｼｽﾃﾑﾃﾞｰﾀが消えていた。 設定ＳＷを設定側にしたまま電源を入れると初期値が書込

まれます。また設定途中（設定SWが設定側）に電源を切った

場合、仮登録していた内容は正式登録できません。

ｼｽﾃﾑﾃﾞｰﾀ

設定

ｼｽﾃﾑﾃﾞｰﾀを設定できないのはなぜか？ 電話機は屋内電話機ｺﾈｸﾀ(INTEL)に接続されているか確認

して下さい。

５時間待機とはどんな状態か？ 通電状態で通報・連絡等一切行われない状態を待機状態と

いいます。途中でセンサ入力があったり、屋外電話機を操作

した場合等は、保証時間を下回ります。

停電動作

長時間停電等で停電/ﾒﾓﾘ電池が放電した場

合、登録しているﾃﾞｰﾀはどうなるのか？

録音したﾒｯｾｰｼﾞは消去されます。宛先番号等のｼｽﾃﾑﾃﾞｰﾀ

は主装置内の不揮発性ﾒﾓﾘに蓄積されていますので、消え

ることはありません。

呼出電話機/ｽｲｯﾁﾎﾞｯｸｽの配線延長は何mまで

可能か？

ﾙｰﾌﾟ抵抗は 40Ω以内にして下さい。長さは使用する線材に

より変動します。

電池は何年毎に交換するのか？ 停電/ﾒﾓﾘ電池とも３年毎に必ず交換して下さい。

工事・保守

停電/ﾒﾓﾘ電池は充電された状態で納品される

のか？

いずれも充電された状態では納入されません。所定時間充

電後、運用開始して下さい。

屋外電話機を増設可能か？ ＴＢＵ（(ｵﾌﾟｼｮﾝ)を実装すると最大４台まで増設できます。屋

内電話機は増設できません。

CD6N で使用していた屋内/屋外電話機や周辺

装置は、主装置に収容可能か？

屋外電話機のみ収容可能です。また CD6 増設装置や表示

機は主装置に収容できません。

電源ｽｲｯﾁをOFFにしても電源ﾗﾝﾌﾟが点灯してい

るが、どうすれば消えるのか？

電源ｽｲｯﾁを OFF にしても、停電電池は接続された状態にな

っています。本体ﾊﾟﾈﾙを開けて、停電電池を抜くと電源ﾗﾝﾌﾟ

は消灯します。

その他

ﾒﾓﾘ電池はいつ動作するのか？ 電源ｽｲｯﾁ OFF や AC100V 断および停電電池完全放電後に

動作を開始します。約４８時間、録音音声をﾊﾞｯｸｱｯﾌﾟします。

.
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